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は
じ
め
に

戦
後
の
外
交
記
録
公
開
は
、
三
〇
年
公
開
原
則
を
明
記
し
た
平
成
二
二

（
二
〇
一
〇
）
年
五
月
の
「
外
交
記
録
公
開
に
関
す
る
規
則
」
制
定
以
降
、
大
幅

な
進
展
を
見
せ
る
こ
と
と
な
っ
た）

1
（

。
こ
の
外
交
記
録
公
開
の
変
化
が
、
平
成
一
三

年
に
施
行
さ
れ
て
い
た「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律（
行

政
機
関
情
報
公
開
法
）」
と
共
に
、
戦
後
日
本
外
交
史
研
究
の
進
展
に
大
き
く
寄

与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
評
価
は
定
着
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る）

2
（

。
他
方
で
、

戦
後
の
外
交
記
録
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
他
に
よ
る
「
外
交
記
録
公
開
」、
行
政
機
関
情
報
公
開
法
に
よ
る
行
政
文
書

の
開
示
、「
外
交
記
録
公
開
に
関
す
る
規
則
」
の
下
で
実
施
さ
れ
て
い
る
現
行
の

外
交
記
録
公
開
と
、
様
々
な
制
度
及
び
変
遷
を
経
て
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
全
体
像
の
把
握
は
容
易
で
は
な
い
実
情
も
あ
る
。
そ
し
て
外
交
史

研
究
の
更
な
る
進
展
の
た
め
に
は
、
そ
の
基
礎
的
な
史
料
と
な
る
外
交
記
録
が
ど

の
よ
う
な
制
度
の
下
で
作
成
・
管
理
さ
れ
て
き
た
の
か
、
史
料
と
し
て
ど
の
よ
う

な
特
徴
を
有
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
更
な
る
解
明
が
必
要
と
考
え
ら
れ
よ
う）

3
（

。

現
在
、
保
存
期
間
満
了
後
に
外
務
省
か
ら
外
交
史
料
館
に
移
管
さ
れ
、
外
交
史

料
館
で
公
開
さ
れ
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
は
、史
料
群
と
し
て
「
戦
後
外
交
記
録
」

と
総
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
群
の
中
に
は
、
階
層
分
類
・
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
方

法
の
異
な
る
「
外
務
省
記
録
（
い
わ
ゆ
る
青
フ
ァ
イ
ル
）」
と
「
新
分
類
記
録
」

が
存
在
す
る
。

二
つ
の
史
料
群
は
、
分
類
番
号
や
階
層
か
ら
識
別
が
可
能
で
あ
る
。「
外
務
省

記
録
」
は
作
成
当
時
の
分
類
表
に
従
い
、
門
・
類
・
項
・
目
か
ら
な
る
階
層
分
類

が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
外
務
省
記
録A

,.1.2.1.2

「
日
本
・
ビ
ル
マ
間
外
交
」

の
場
合
、‚
Ａ
門
（
政
治
・
外
交
・
国
際
紛
争
）・
１
類
（
本
邦
外
交
）・
２
項
（
対

ア
ジ
ア
及
び
中
東
諸
国
）・
１
目
（
ア
ジ
ア
の
部
）
の
階
層
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
門
・
類
・
項
・
目
が
分
類
番
号
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

一
方
の
「
新
分
類
記
録
」
は
、
フ
ァ
イ
ル
が
移
管
さ
れ
た
年
（
暦
年
）
と
整
理

番
号
（
暦
年
単
位
で
付
与
）
か
ら
な
る
番
号
が
外
交
史
料
館
に
よ
っ
て
独
自
に
分

類
番
号
と
し
て
付
与
さ
れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
新
分
類
記
録
の
二
〇
一
三
―

論
文

「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
導
入
以
後
の
外
務
省
公
文
書
管
理

　
　
　

―
戦
後
外
交
記
録
「
新
分
類
記
録
」
の
特
徴
把
握
の
た
め
の
一
考
察
―

　
　

浜　

岡　

鷹　

行
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〇
〇
〇
一
「
本
邦
外
交
政
策
／
対
ア
ジ
ア
」
の
場
合
、
平
成
二
五
年
一
月
三
一
日

の
外
交
記
録
公
開
に
よ
っ
て
、
平
成
二
五
年
に
最
初
に
移
管
・
公
開
さ
れ
た
フ
ァ

イ
ル
と
し
て
、二
〇
一
三
―
〇
〇
〇
一
の
分
類
番
号
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

同
フ
ァ
イ
ル
は
階
層
分
類
と
し
て
、
Ｓ
Ａ
門
（
政
治
・
外
交
・
国
際
紛
争
）・
１

類
（
政
治
・
外
交
・
国
際
紛
争
）・
２
項
（
本
邦
外
交
）・
１
目
（
外
交
政
策
）
に

分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
分
類
番
号
・
階
層
分
類
を
有
す
る
「
新
分
類
記

録
」
内
に
は
、
後
述
の
と
お
り
異
な
っ
た
複
数
の
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
下
で
管

理
さ
れ
、
異
な
っ
た
構
造
を
持
つ
階
層
分
類
に
分
類
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
が
含
ま
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
新
分
類
記
録
（
Ｓ
分
類
）」「
新
分
類
記
録
（
Ｈ
分
類
）」

と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
「
本
邦
外
交
政
策
／
対
ア
ジ
ア
」
は
「
新
分

類
記
録
（
Ｓ
分
類
）」
に
属
す
る
フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
分
類
番
号
や
階
層
分
類
の
違
い
の
他
に
も
、「
外
務
省
記
録
」と「
新

分
類
記
録
」に
は
大
き
な
違
い
が
二
点
存
在
す
る
。（
一
）フ
ァ
イ
ル
作
成
の
主
体
、

（
二
）
フ
ァ
イ
ル
が
対
象
と
す
る
時
期
で
あ
る
。「
外
務
省
記
録
」
は
外
務
省
の
各

種
案
件
へ
の
対
応
を
記
録
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
省
内
複
数
課
室
の
文
書
を

大
臣
官
房
文
書
課
記
録
班
（
後
に
記
録
室
）
が
編
纂
し
た
記
録
で
あ
り
、
概
ね
昭

和
五
〇
年
頃
ま
で
の
文
書
が
編
綴
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の「
新
分
類
記
録
」は
様
々

な
外
務
行
政
を
主
管
す
る
課
室
が
作
成
・
整
理
し
た
フ
ァ
イ
ル
で
あ
り
、
一
部
に

は
「
外
務
省
記
録
」
と
重
な
る
時
期
を
対
象
と
す
る
も
の
も
含
ま
れ
る
も
の
の
、

基
本
的
に
は
そ
れ
以
降
の
時
期
に
、
主
管
課
室
の
作
成
・
取
得
し
た
文
書
が
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
整
理
・
分
類
方
法
の
変
化
は
な
ぜ
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
か
か

る
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
経
緯
を
踏
ま
え
た
上
で
、
史
料
群
と
し
て
移
管
さ
れ
た
戦
後

外
交
記
録
を
活
用
す
る
際
、
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
は
以
上
の
二
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
た
め
、（
一
）

移
管
・
公
開
さ
れ
る
フ
ァ
イ
ル
の
性
質
に
直
結
す
る
外
務
省
の
文
書
管
理
シ
ス
テ

ム
の
変
遷
、
特
に
「
新
分
類
記
録
」
を
生
ん
だ
大
き
な
転
換
で
あ
る
「
新
文
書
管

理
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
後
の
外
務
省
の
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の

展
開
を
概
観
し
、（
二
）
こ
う
し
た
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
下
で
管
理
さ
れ
た
記

録
を
利
用
す
る
際
に
、
ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
移
管
・

公
開
さ
れ
て
い
る
「
新
分
類
記
録
」
を
具
体
的
な
事
例
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

戦
後
外
務
省
の
文
書
管
理
に
関
す
る
研
究
は
、
戦
前
期
に
つ
い
て
豊
富
な
研
究

の
蓄
積
が
あ
る
の
と
対
照
的
に
、
長
谷
川
貴
志
に
よ
る
先
駆
的
な
研
究
な
ど
一
部

に
限
ら
れ
て
い
る
。
長
谷
川
の
研
究
は
占
領
期
か
ら
一
九
五
〇
年
代
を
主
な
対
象

と
し
て
検
討
し
て
お
り
、「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
以
後
に
つ
い
て
は
、

史
料
上
の
制
約
か
ら
今
後
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る）

4
（

。
本
稿
は
近
年
移
管
・
公
開
さ

れ
た
文
書
管
理
に
関
す
る
戦
後
外
交
記
録
を
活
用
し
つ
つ
、
長
谷
川
の
研
究
を
継

承
し
た
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

一　

戦
後
外
務
省
に
お
け
る
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
展
開

㈠　
「
外
務
省
記
録
」
編
纂
の
時
期

外
務
省
は
そ
の
設
立
以
来
、
過
去
の
業
務
の
参
照
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
目
的
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と
し
て
文
書
管
理
を
重
要
視
し
、
様
々
な
取
組
を
進
め
て
き
た）

5
（

。
組
織
や
整
理
方

法
に
は
様
々
な
変
化
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
取
組
み
は
文
書
部
門
に
よ
る
集
中

管
理
と
い
う
方
針
を
概
ね
維
持
し
た
も
の
と
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
戦

前
期
、
最
後
に
制
定
さ
れ
た
文
書
分
類
が
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
七
月
に
制

定
さ
れ
た
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
式
分
類
表
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
形
で
昭
和
六
年
五

月
に
制
定
さ
れ
た
規
則
類
が
「
外
務
省
文
書
編
纂
規
程
」「
外
務
省
文
書
編
纂
規

程
施
行
細
則
」「
外
務
省
記
録
保
管
、
保
存
及
廃
棄
規
程
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
規
則
類
で
は
、
主
管
課
室
で
処
理
済
と
な
っ
た
文
書
が
文
書
課
に
回
付
さ
れ
、

「
記
録
文
書
」
と
し
て
永
久
保
存
の
対
象
と
な
る
こ
と
、
そ
の
後
文
書
課
記
録
係

が
Ａ
Ｂ
Ｃ
式
分
類
に
基
づ
き
事
件
、
事
項
ご
と
に
記
録
文
書
を
整
理
・
編
纂
し
た

フ
ァ
イ
ル
と
し
て
「
記
録
」
を
作
成
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
作
成
さ
れ
た
記

録
は
永
久
保
存
の
「
外
務
省
記
録
」
と
し
て
文
書
課
に
よ
っ
て
省
内
の
書
庫
に
集

中
保
管
さ
れ
る
と
共
に
、
必
要
に
応
じ
て
省
内
の
執
務
参
考
と
し
て
貸
出
等
の
対

応
が
な
さ
れ
た
。

昭
和
二
〇
年
の
敗
戦
後
、
対
外
関
係
の
激
変
を
考
慮
し
て
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
式
分
類

表
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
二
二
年
八
月
二
三
日
、
戦
前
の

「
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
式
分
類
表
を
継
承
す
る
形
で
分
類
表
に
つ
い
て
小
規
模
な
改
訂
が
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
前
に「‚（
ダ
ッ
シ
ュ
）」を
付
し
た「‚
Ａ

‚
Ｂ
‚
Ｃ
」
式
分
類
表
が
誕
生
し
た）

6
（

。

戦
後
の
外
務
省
は
、
戦
前
期
に
導
入
さ
れ
た
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
大
枠
と
し

て
維
持
す
る
形
で
再
出
発
し
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
昭
和
六
年
に
制
定
さ
れ
た

諸
規
程
に
依
拠
す
る
形
で
、
主
管
課
室
か
ら
の
処
理
済
の
仮
綴
込
の
文
書
課
へ
の

引
継
、
文
書
課
記
録
班
に
よ
る
整
理
・
編
纂
と
い
う
形
で
「
外
務
省
記
録
」
を
作

成
し
、
文
書
課
が
集
中
管
理
を
行
う
と
い
う
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
が
戦
後
も
維
持

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
昭
和
二
三
年
一
〇
月
一
日
に
は
記
録
事
務
の
重
要
性

が
認
め
ら
れ
、
記
録
係
は
職
階
制
上
の
組
織
で
あ
る
記
録
班
に
昇
格
す
る
こ
と
と

な
る
（
さ
ら
に
記
録
班
は
そ
の
後
、
記
録
室
に
改
称
さ
れ
た
）。

他
方
、
対
日
平
和
条
約
の
調
印
・
発
効
以
後
、
外
交
活
動
が
再
び
広
が
り
を
見

せ
る
中
で
、
従
来
の
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
に
疑
問
が
呈
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
昭
和
三
〇
年
、
重
光
葵
外
務
大
臣
は
文
書
管
理
の
方
法
自
体
を
変
え
て

は
ど
う
か
と
の
意
見
を
述
べ
て
い
る）

7
（

。
そ
の
趣
旨
は
、
文
書
課
が
複
数
課
室
の
文

書
を
案
件
ご
と
に
「
外
務
省
記
録
」
に
整
理
す
る
こ
と
は
、
局
課
で
作
成
さ
れ
た

文
書
が
分
散
整
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
不
便
を
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
ま

ず
担
当
局
課
が
文
書
整
理
に
つ
い
て
責
任
を
負
い
、
そ
れ
を
文
書
課
記
録
班
が
技

術
的
に
支
援
す
る
と
い
う
も
の
に
変
更
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
重
光
の
意
見
の
も
た
ら
し
た
影
響
は
限
定
的
だ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
全
省
的
な
文
書
整
理
法
の
講
習
な
ど
は
行
わ
れ
た
よ
う
だ
が
、
重
光
の
考
え

に
沿
う
形
で
の
各
種
規
程
類
の
改
訂
は
な
さ
れ
ず
、
そ
の
後
も
引
き
続
き
文
書
課

記
録
班
の
手
で
「
外
務
省
記
録
」
の
編
纂
が
進
め
ら
れ
た
。
各
主
管
課
室
が
将
来

的
に
編
纂
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
仮
綴
込
を
作
成
す
る
の
で
は
な
く
、
各
課

室
が
将
来
的
に
参
照
す
る
た
め
の
記
録
の
作
成
責
任
を
負
う
と
い
う
重
光
の
ア
イ

デ
ィ
ア
は
、
各
課
室
の
業
務
負
担
を
増
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
も
、
省
内
で
支
持
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
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㈡　

記
録
事
務
の
改
善
措
置
と
課
題

文
書
課
に
よ
る
「
外
務
省
記
録
」
の
編
纂
と
集
中
管
理
と
い
う
手
法
を
継
続
し

な
が
ら
も
、
記
録
事
務
を
改
善
す
る
取
組
は
漸
進
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ま
ず
昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
に
文
書
課
は
「
原
則
的
に
永
久
保
存
」
と

さ
れ
て
い
た
記
録
文
書
に
つ
い
て
、
他
府
省
の
文
書
規
則
類
を
参
照
し
つ
つ
、
保

存
期
限
を
定
め
る
取
組
を
開
始
す
る）

8
（

。
こ
れ
は
各
課
室
か
ら
実
際
に
引
継
を
受
け

た
「
記
録
文
書
」
の
中
に
は
不
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
多
数
存
在
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、年
々
一
〇
〇
〇
冊
程
度
の
未
整
理
書
類
が
累
増
す
る
中
で
、「
記
録
文
書
」

の
整
理
や
「
外
務
省
記
録
」
の
編
纂
業
務
に
支
障
を
来
す
点
を
是
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。「
外
務
省
記
録
保
管
、
保
存
及
廃
棄
規
程
」
は
同
年
八
月

三
〇
日
に
「
外
務
省
記
録
及
び
記
録
文
書
保
管
、
保
存
、
廃
棄
規
程
」
に
改
正
さ

れ
、
従
来
の
永
久
保
存
に
加
え
、
新
た
に
保
存
期
限
満
了
後
文
書
の
廃
棄
が
可
能

な
一
〇
年
保
存
、
五
年
保
存
、
一
年
保
存
の
保
存
期
限
が
設
定
さ
れ
た）

9
（

（
九
月
一

日
施
行
）。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
編
纂
規
程
及
び
細
則
も
細
部
が
改
訂
さ
れ
た）
10
（

。

こ
れ
ら
の
改
正
措
置
に
よ
り
、
各
課
室
が
フ
ァ
イ
ル
の
無
期
限
・
有
期
限
の
保
存

期
限
指
定
を
行
っ
た
上
で
文
書
課
に
引
継
ぎ
、
こ
れ
ら
の
フ
ァ
イ
ル
中
永
久
保
存

及
び
一
〇
年
保
存
の
指
定
を
受
け
た
「
記
録
文
書
」
を
用
い
て
「
外
務
省
記
録
」

が
編
纂
さ
れ
る
と
い
う
方
針
が
と
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
も
「
外
務
省
記
録
」
の
編
纂
は
大
き
な
課
題
に
直
面

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
外
交
活
動
の
拡
大
、
情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
う
外
務
省

の
作
成
・
取
得
す
る
情
報
の
増
大
＝
文
書
量
の
増
大
で
あ
る
。
昭
和
四
四
（
一
九

六
九
）
年
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
わ
が
外
交
の
近
況
（
外
交
青
書
）』
で
は
、
世

界
的
な
情
報
量
の
増
加
に
よ
り
、
外
交
活
動
上
必
要
な
資
料
や
情
報
の
量
が
幾
何

級
数
的
に
増
大
し
て
お
り
、「
外
務
省
の
入
手
す
る
重
要
な
情
報
源
で
あ
る
在
外

公
館
か
ら
の
公
電
の
量
は
、
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
六
七
年
ま
で
の
一
〇
年
間
に

五
倍
以
上
に
増
加
」
し
た
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る）
11
（

。

外
務
省
の
作
成
・
取
得
す
る
文
書
量
の
増
大
は
、
文
書
管
理
に
当
た
る
文
書
課

の
業
務
量
へ
と
直
接
波
及
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
先
述
の
と
お
り
年
間
一
〇
〇
〇

冊
程
度
の
未
整
理
書
類
の
発
生
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
昭
和
三
〇
年
代
後
半
以

降
、
文
書
課
記
録
室
が
引
継
を
受
け
た
文
書
の
数
は
徐
々
に
増
加
し
て
い
く
。
昭

和
三
二
年
度
前
後
に
二
〇
〇
〇
か
ら
三
〇
〇
〇
冊
台
で
推
移
し
て
い
た
引
継
文
書

の
数
は
、
昭
和
三
九
年
度
四
六
一
三
冊
、
昭
和
四
〇
年
度
五
六
一
六
冊
、
昭
和

四
一
年
度
五
〇
五
〇
冊
と
累
増
し
て
い
っ
た）
12
（

。
昭
和
四
一
年
末
の
時
点
で
、
文
書

課
に
引
き
継
が
れ
た
文
書
フ
ァ
イ
ル
数
は
総
数
で
約
五
万
六
〇
〇
〇
冊
、
こ
の
内

「
外
務
省
記
録
」
に
編
纂
整
理
さ
れ
た
も
の
は
約
三
万
二
〇
〇
〇
冊
、
未
整
理
状

態
の
も
の
は
約
二
万
一
〇
〇
〇
冊
存
在
し
て
い
た）
13
（

。
こ
う
し
た
記
録
事
務
が
直
面

す
る
課
題
を
解
決
す
る
手
段
の
一
つ
は
、
整
理
・
編
纂
に
従
事
す
る
職
員
の
増
員

が
あ
っ
た
が
、外
務
省
全
体
で
職
員
の
不
足
が
慢
性
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、

こ
う
し
た
増
員
は
困
難
で
あ
っ
た）
14
（

。

さ
ら
に
、
増
大
し
た
引
継
文
書
は
内
容
面
で
も
課
題
を
抱
え
て
い
た
。
引
継
を

受
け
た
永
久
保
存
指
定
の
「
記
録
文
書
」
の
中
に
は
、
保
存
期
限
区
分
導
入
以
前

と
同
様
に
保
存
期
限
の
設
定
に
「
疑
問
を
抱
か
せ
し
め
る
も
の
も
散
見
さ
れ
る
」

と
い
う
問
題
が
存
在
し
た
の
で
あ
る）
15
（

。
し
か
し
保
存
期
限
の
指
定
は
主
管
課
室
の

判
断
事
項
で
あ
る
た
め
、
文
書
課
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
文
書
を
廃
棄
す
る
こ
と
も
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で
き
ず
、
こ
れ
ら
の
文
書
も
用
い
つ
つ
「
外
務
省
記
録
」
の
編
纂
を
行
わ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
五
一
年
七
月
に
文

書
課
記
録
室
は
、
こ
う
し
た
問
題
に
起
因
す
る
事
務
能
率
の
低
下
に
対
応
す
る
べ

く
、
各
課
室
に
対
し
て
引
継
済
フ
ァ
イ
ル
の
保
存
期
限
見
直
し
の
照
会
を
行
う
こ

と
を
検
討
し
て
い
る）
16
（

。

㈢　

機
能
強
化
策
と
し
て
の
情
報
処
理
問
題
の
浮
上

外
務
省
に
お
い
て
機
能
的
・
効
率
的
に
過
去
の
経
緯
を
参
照
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
た
「
外
務
省
記
録
」
編
纂
を
根
幹
と
す
る
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
は
、
昭
和
四
〇
年
代
に
は
こ
の
よ
う
に
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
広
く
組
織
に
お
け
る
情
報
の
入
手
・
蓄
積
・

保
管
・
活
用
と
い
っ
た
情
報
処
理
活
動
を
構
成
す
る
一
要
素
で
も
あ
る
。
そ
し
て

外
交
青
書
に
言
及
さ
れ
た
よ
う
に
、
外
務
省
に
お
け
る
情
報
処
理
活
動
は
あ
ら
ゆ

る
側
面
で
幾
何
級
数
的
な
情
報
量
の
増
大
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
改
善
は
焦

眉
の
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
の
昭
和
四
九
（
一
九
七
四
）
年
二

月
、
外
務
省
の
全
省
的
な
機
能
強
化
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た
め
設
置
さ
れ
た
機

能
強
化
対
策
チ
ー
ム
に
よ
る
報
告
が
ま
と
め
ら
れ
た）
17
（

。
こ
れ
は
昭
和
四
二
年
か
ら

四
四
年
に
実
施
さ
れ
た
政
経
合
体
の
機
構
改
革
を
推
進
し
た
第
二
次
機
構
委
員
会

に
続
く
省
内
改
革
の
検
討
作
業
で
あ
っ
た）
18
（

。
同
報
告
は
原
則
的
な
支
持
を
得
て
い

た
も
の
の
、
十
分
に
実
行
さ
れ
て
い
な
い
第
二
次
機
構
委
員
会
に
よ
る
各
種
改
革

提
言
を
具
体
化
す
る
た
め
の
最
初
の
一
ス
テ
ッ
プ
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
実
施
す
べ

き
改
善
項
目
が
列
挙
さ
れ
て
い
た）
19
（

。
こ
の
機
能
強
化
策
の
一
端
に
連
な
る
形
で
、

文
書
管
理
問
題
も
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

機
能
強
化
対
策
チ
ー
ム
の
報
告
は
外
務
省
の
組
織
運
営
に
関
す
る
幅
広
い
テ
ー

マ
を
論
じ
て
い
た
が
、
文
書
管
理
と
の
関
係
で
注
目
す
べ
き
は
「
情
報
化
時
代
に

対
応
す
る
事
務
処
理
能
力
の
整
備
」
と
い
う
形
で
情
報
処
理
を
中
心
と
し
た
事
務

の
迅
速
化
、
正
確
化
の
た
め
の
科
学
的
手
段
の
導
入
や
合
理
的
な
事
務
処
理
体
制

の
確
立
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た）
20
（

。
こ
こ
で
は
省
内
で
情
報
の
共
有
・
管
理

が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、「
総
合
的
な
文
書
管
理
体

制
」
の
整
備
の
必
要
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
外
務
省
に
集
積
さ
れ
た
情
報
が
有

効
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
か
ら
、
そ
の
関
心
は
、
情
報
の
集
中
管
理
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
に
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）
21
（

。

機
能
強
化
チ
ー
ム
報
告
を
実
行
に
移
す
常
設
組
織
と
し
て
設
置
さ
れ
た
機
能
強

化
対
策
室
は
、
必
要
と
な
る
施
策
を
段
階
的
に
進
め
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
各
種
施

策
の
第
三
期
と
な
る
昭
和
五
〇
年
八
月
以
降
か
ら
五
〜
六
ヵ
月
程
度
を
か
け
て
、

「
情
報
の
収
集
管
理
方
法
の
再
検
討
」
を
進
め
る
こ
と
を
計
画
し
た）
22
（

。
こ
の
時
期

よ
り
、
相
次
い
で
外
務
省
の
情
報
処
理
に
関
す
る
検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
）
23
（

。こ
の
再
検
討
作
業
の
完
了
期
間
に
あ
た
る
昭
和
五
一
年
三
月
二
三
日
、
文
書
課

長
を
議
長
と
す
る
情
報
処
理
改
善
推
進
委
員
会
は
、「
外
務
省
に
お
け
る
情
報
処

理
―
問
題
の
所
在
と
改
善
策
の
方
向
」
を
ま
と
め
、
そ
の
内
容
は
同
二
五
日
の
主

任
課
長
会
議
に
て
報
告
さ
れ
た）
24
（

。
同
報
告
で
は
、
情
報
伝
達
、
情
報
保
管
、
機
密

保
持
等
の
項
目
ご
と
に
課
題
と
改
善
策
が
整
理
さ
れ
て
い
た
。
本
論
と
の
関
係
で

は
特
に
情
報
保
管
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
は
、
従
前
よ
り
規
則
上
は
実
施
さ
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れ
て
い
る
は
ず
の
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
集
中
管
理
が
実
現
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た

各
課
が
文
書
を
分
類
ど
お
り
統
一
的
に
運
用
し
て
い
な
い
現
状
が
指
摘
さ
れ
た
。

報
告
書
が
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
す
る
具
体
的
な
施
策
と
し
て
提
起
し
た
の
は
、

電
算
機
の
活
用
、
そ
の
他
機
械
化
の
促
進
に
よ
る
全
省
的
管
理
の
推
進
、
各
課
室

と
記
録
室
に
お
け
る
保
管
事
務
を
有
機
的
に
結
合
す
る
文
書
管
理
体
制
の
構
築
な

ど
で
あ
っ
た
。

二　
「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
誕
生

㈠　

情
報
処
理
問
題
の
文
書
管
理
へ
の
集
約

情
報
処
理
改
善
委
員
会
の
活
動
は
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
三
月
の
報
告
完

了
後
も
継
続
さ
れ
、
そ
の
改
善
措
置
は
情
報
保
管
、
そ
の
中
で
も
文
書
管
理
を
中

心
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
五
二
年
一
月
の
日
立
製
作
所
に
よ
る
委

託
調
査
「
記
録
分
類
シ
ス
テ
ム
調
査
報
告
書
」
の
作
成
な
ど
の
後
、「
改
善
が
焦

眉
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
解
決
が
今
後
の
情
報
処
理
体
制
の
改
善
活
動
に
大
き
く

貢
献
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
比
較
的
短
期
間
の
う
ち
に
そ
の
方
策
が
実
施
に
移

せ
る
も
の
」
と
し
て
、（
一
）
外
務
省
文
書
分
類
表
の
改
善
、（
二
）
引
継
文
書
の

保
管
、
貸
出
に
つ
い
て
迅
速
な
対
応
を
可
能
と
す
る
体
制
の
検
討
が
優
先
的
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）
25
（

。

な
お
、
一
連
の
検
討
が
具
体
的
に
進
め
ら
れ
る
中
で
、
文
書
課
長
の
法
令
上
の

所
掌
事
務
も
変
更
さ
れ
た
。
昭
和
五
二
年
四
月
一
八
日
施
行
の
外
務
省
組
織
令
改

正
で
大
臣
官
房
総
務
課
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
文
書
課
の
所
掌
事
務
は
文

書
の
受
発
送
や
翻
訳
の
他
は
、
文
書
の
編
纂
、
保
存
な
ど
、
情
報
管
理
に
類
す
る

業
務
へ
と
明
示
的
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）
26
（

。
そ
し
て
新
た
な
所
掌
事
務
と

し
て
「
情
報
の
管
理
に
関
す
る
企
画
立
案
を
行
い
、
及
び
電
子
計
算
機
に
よ
り
情

報
を
処
理
す
る
こ
と
」
が
定
め
ら
れ
、
文
書
課
長
は
法
令
上
も
情
報
処
理
改
善
に

つ
い
て
責
任
を
負
う
立
場
と
さ
れ
た）
27
（

。
か
か
る
方
針
及
び
体
制
の
下
で
、
機
能
強

化
対
策
室
、
文
書
課
、
電
子
計
算
機
室
、
調
査
課
な
ど
か
ら
な
る
レ
コ
ー
ド
・
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
研
究
チ
ー
ム
が
発
足
し
、
文
書
分
類
表
の
改
訂
及
び
フ
ァ
イ
リ
ン

グ
の
問
題
に
つ
い
て
集
中
的
な
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）
28
（

。

当
初
、
情
報
処
理
活
動
全
体
の
改
善
を
目
指
し
て
い
た
取
組
は
な
ぜ
文
書
管
理

を
中
心
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
な
ぜ
そ
の
中
で

電
子
計
算
機
の
役
割
を
重
視
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
検
討
過
程
に
つ
い
て
の

史
料
は
不
足
し
て
お
り
、
推
測
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
以
下
の
よ
う
な
い
く

つ
か
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

第
一
に
、当
時
文
書
課
が
分
類
表
の
改
訂
に
着
手
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

情
報
処
理
改
善
に
つ
い
て
省
内
検
討
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
文
書
課
は
主
管
課
室

に
よ
る
適
正
な
文
書
管
理
が
進
ま
な
い
原
因
と
し
て
、「‚
Ａ
‚
Ｂ
‚
Ｃ
」
式
分
類

表
の
内
容
が
戦
前
期
か
ら
ほ
ぼ
改
訂
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
現
状
の
外
務
行
政
と

著
し
く
乖
離
し
て
い
る
と
い
う
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た）
29
（

。
文
書

課
は
昭
和
五
〇
年
の
時
点
に
は
新
た
な
分
類
項
目
の
策
定
基
準
の
検
討
・
設
定
を

進
め
て
お
り
、
個
別
の
局
課
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
進
め
つ
つ
あ
っ
た）
30
（

。

第
二
に
、
情
報
管
理
の
領
域
に
お
い
て
、
外
務
省
内
に
電
子
計
算
機
を
活
用
し

た
業
務
改
善
の
実
績
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
三
八
年
に
コ
ン
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ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
を
行
う
な
ど
、
外
務
省
は
電
子
計
算
機
の
活
用
で
は
他
府
省
庁

に
先
行
し
て
お
り
、
先
述
の
機
能
強
化
対
策
チ
ー
ム
報
告
の
随
所
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
電
子
計
算
機
の
有
す
る
価
値
が
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
。
電
子
計
算
機
室

は
当
時
、
調
書
、
国
会
会
議
録
、
締
結
済
条
約
の
情
報
な
ど
を
対
象
と
す
る
検
索

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
完
了
し
、
運
用
実
績
も
有
し
て
い
た）
31
（

。
こ
う
し
た
実
態
を
踏

ま
え
、
電
子
計
算
機
を
調
書
、
条
約
書
等
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
書
管
理
全
般
に
用

い
る
と
い
う
展
望
が
示
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う）
32
（

。

そ
し
て
第
三
の
要
因
と
し
て
、
情
報
処
理
活
動
の
全
体
を
改
善
す
る
こ
と
の
困

難
さ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
省
内
で
情
報
処
理
活
動
全
体
の
包
括
的
な
改
善

が
望
ま
れ
る
一
方
で
、
日
常
的
な
情
報
の
連
絡
・
共
有
な
ど
、
情
報
処
理
過
程
に

お
け
る
「
上
流
」
工
程
の
改
善
は
日
常
的
な
業
務
プ
ロ
セ
ス
全
体
の
大
幅
な
見
直

し
を
必
要
と
す
る
以
上
、
そ
の
変
更
に
は
多
大
な
負
担
と
労
力
を
要
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
た
。「
上
流
」
の
工
程
に
電
子
計
算
機
を
導
入
し
、

業
務
プ
ロ
セ
ス
を
改
善
す
る
と
い
う
手
法
は
機
能
強
化
問
題
が
俎
上
に
の
ぼ
っ
た

当
初
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
検
討
で
は
効
果
が
広
く
認
め
ら
れ

な
が
ら
も
、
同
時
に
、「
か
な
り
の
期
間
に
わ
た
る
実
験
段
階
を
経
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
ま
た
、
検
討
す
べ
き
問
題
点
も
多
い
」
と
、
実
施
の
困
難
さ
が
指
摘

さ
れ
て
い
た）
33
（

。
だ
か
ら
こ
そ
、
既
に
課
題
と
対
処
方
法
が
明
確
に
な
っ
て
お
り
、

実
際
上
の
成
果
が
見
込
め
る
「
下
流
」
工
程
と
し
て
の
情
報
保
管
、
と
り
わ
け
文

書
管
理
の
是
正
が
優
先
的
に
取
り
組
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う）
34
（

。

㈡　
「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
検
討
過
程

文
書
課
記
録
室
は
、
文
書
分
類
表
及
び
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
各
種
の

検
討
を
進
め
、
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
一
一
月
に
は
試
案
の
作
成
を
終
え
た）
35
（

。

文
書
分
類
表
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
引
継
文
書
の
内
容
、
当
時
の
外
務
行
政
の

実
態
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、（
一
）
理
論
的
で
安
定
性
の
あ
る
こ
と
、（
二
）
組
織

的
で
一
貫
性
が
あ
る
こ
と
、（
三
）
外
務
省
の
組
織
の
実
情
に
即
し
て
い
る
こ
と
、

（
四
）
後
日
記
録
文
書
が
最
も
よ
く
検
索
さ
れ
利
用
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

と
い
う
必
要
要
件
に
照
ら
し
た
文
書
分
類
表
の
原
案
が
関
係
課
室
と
協
議
の
上
作

成
さ
れ
た
。

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
改
訂
文
書
分
類
表
の
作
成
の
他
に
、（
一
）

主
管
課
室
が
保
管
し
て
い
る
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
分
類
・
整
理
の
不
統
一
、（
二
）

主
管
課
室
か
ら
文
書
課
へ
引
継
が
れ
た
も
の
の
、未
整
理
状
態
と
な
っ
て
い
る「
記

録
文
書
」
の
処
理
、
及
び
「
外
務
省
記
録
」
編
纂
業
務
の
改
善
が
対
処
す
べ
き
問

題
と
し
て
検
討
さ
れ
た
。

素
案
と
し
て
採
用
さ
れ
た
新
た
な
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
骨
子
は
、
従
来
文
書

課
が
一
元
的
に
担
っ
て
き
た
文
書
管
理
業
務
を
主
管
課
室
に
分
担
さ
せ
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
文
書
課
記
録
室
の
担
っ
て
き
た
「
外
務
省
記
録
」

の
編
纂
業
務
を
中
止
し
、
さ
ら
に
従
来
規
程
類
に
よ
る
管
理
の
対
象
外
で
あ
っ
た

主
管
課
室
保
管
の
フ
ァ
イ
ル
類
に
つ
い
て
も
、
そ
の
作
成
・
取
得
の
時
点
よ
り
分

類
・
整
理
を
徹
底
さ
せ
る
と
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
変
更
の
た
め
に
、
主
管
課
室
に
お
け
る
フ
ァ
イ
ル
の
分

類
・
整
理
方
法
に
つ
い
て
、
全
省
的
な
統
一
を
図
る
と
共
に
、
主
管
課
室
に
お
け

る
文
書
の
整
理
、
保
存
、
引
継
の
規
程
を
明
示
的
に
定
め
る
こ
と
と
な
っ
た）
36
（

。
ま
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た
主
管
課
室
で
作
成
さ
れ
る
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、
情
報
管
理
上
件
名
の
統
一

が
不
可
欠
と
の
観
点
か
ら
、
恒
常
的
・
継
続
的
な
主
管
事
項
に
関
す
る
フ
ァ
イ
ル

件
名
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
「
フ
ァ
イ
ル
件
名
基
本
表
」
と
い
う
形
で
作
成
す
る
こ

と
が
必
要
と
指
摘
さ
れ
た）
37
（

。

主
管
課
室
の
文
書
管
理
に
お
け
る
責
任
が
強
め
ら
れ
る
一
方
で
、
文
書
課
の
役

割
は
、
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
に
関
す
る
規
則
類
を
整
備
し
、
指
導
を
行
う
と
共
に
、

文
書
課
へ
の
引
継
を
受
け
た
記
録
文
書
に
つ
い
て
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
・
シ
ー
ト
な

ど
検
索
を
容
易
と
す
る
索
引
情
報
を
付
し
、目
録
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

そ
し
て
こ
う
し
た
文
書
管
理
の
改
善
措
置
の
総
体
と
し
て
の
「
新
・
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
」
の
運
用
開
始
時
期
と
し
て
は
、
引
継
を
受
け
た
記
録
文
書
を
保
管
す
る

た
め
の
文
書
課
新
書
庫
が
完
成
す
る
昭
和
五
四
年
四
月
が
目
標
に
設
定
さ
れ
た）
38
（

。

文
書
課
記
録
室
に
よ
る
素
案
の
作
成
後
、
さ
ら
に
文
書
課
内
の
研
究
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
検
討
が
翌
昭
和
五
三
年
二
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
五
三
年

三
月
に
記
録
室
素
案
の
内
容
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
盛
り
込
む
形
で
、「
新
・
文
書
管

理
シ
ス
テ
ム
」
に
関
す
る
「
文
書
課
原
案
（
中
間
報
告
）」
が
完
成
し
た）
39
（

。
そ
の

中
で
は
、
主
管
課
室
作
成
の
フ
ァ
イ
ル
件
名
に
共
通
性
を
確
保
す
る
こ
と
、
永
久

保
存
指
定
の
あ
る
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
は
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
・
シ
ー
ト
を
作
成
す
る

こ
と
、
文
書
課
に
引
き
継
が
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
文
書
課
は
電
子
計
算
機

室
の
協
力
を
得
て
電
算
機
に
フ
ァ
イ
ル
件
名
、
索
引
事
項
を
入
力
し
、
従
来
方
式

の
検
索
（
冊
子
検
索
）
と
電
算
機
検
索
を
併
用
す
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
、
さ

ら
に
「
外
務
省
記
録
」
は
編
纂
を
中
止
す
る
と
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
内
容
は
同
年
四
月
四
日
に
加
藤
千
幸
文
書
課
長
に
よ
っ
て
官
房
課
長

会
議
で
報
告
さ
れ
る
と
共
に
、
更
に
同
「
文
書
課
原
案
（
中
間
報
告
）」
で
設
置

が
提
言
さ
れ
た
文
書
課
長
主
催
の
「
情
報
管
理
企
画
委
員
会
」
の
下
で
具
体
的
な

実
施
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）
40
（

。
昭
和
五
三
年
八
月
に
は
更
に
実
務
的
な
検

討
を
行
う
情
報
事
務
合
理
化
委
員
会
の
第
一
回
会
合
が
実
施
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ

き
作
業
部
会
の
担
当
官
を
各
課
室
が
指
名
す
る
依
頼
が
発
出
さ
れ
る
と
共
に
、
八

月
二
五
日
に
は
新
シ
ス
テ
ム
の
概
要
及
び
作
業
部
会
日
程
が
省
内
に
送
付
さ
れ
る

な
ど
、
実
施
段
階
に
移
行
し
て
い
っ
た）
41
（

。
昭
和
五
三
年
一
一
月
以
降
の
検
討
作
業

で
は
、
文
書
課
と
電
子
計
算
機
室
の
間
で
、
フ
ァ
イ
ル
の
件
名
の
み
な
ら
ず
、
目

次
レ
ベ
ル
で
の
項
目
検
索
、
及
び
キ
ー
ワ
ー
ド
（
概
念
語
）
検
索
機
能
を
付
与
す

る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
昭
和
五
四
年
五
月
一
日
、
新
た
な
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
運
用
の
暫
定
的

実
施
が
各
課
室
に
周
知
さ
れ
る
と
共
に
、
フ
ァ
イ
ル
毎
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
・
シ
ー

ト
作
成
、
フ
ァ
イ
ル
件
名
基
準
に
従
っ
た
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
、
文
書
課
書
庫
へ
の

非
常
用
フ
ァ
イ
ル
の
引
継
な
ど
、
各
課
室
が
す
べ
き
措
置
が
周
知
さ
れ
た）
42
（

。
更
に

実
施
に
向
け
た
細
部
検
討
作
業
を
経
て
、「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
昭

和
五
六
年
よ
り
全
省
的
な
運
用
が
開
始
さ
れ
た）
43
（

。

な
お
、
一
連
の
過
程
に
お
い
て
興
味
深
い
点
は
、
昭
和
五
三
年
三
月
の
「
文
書

課
原
案
（
中
間
報
告
）」
で
も
、「
新
・
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
は
あ
く
ま
で
情
報

の
伝
達
・
共
有
を
め
ぐ
る
プ
ロ
セ
ス
改
善
に
関
す
る
短
期
的
か
つ
暫
定
的
な
措
置

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
文
書
課
原
案
（
中
間
報
告
）」
は
、

本
来
情
報
処
理
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
る
べ
き
長
期
的
な
取
組
み
と
し
て
、
情
報
の

伝
達
・
記
録
手
続
き
の
統
一
や
利
用
合
理
化
等
を
図
る
た
め
、
電
子
計
算
機
を
最
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大
限
活
用
す
る
こ
と
、
そ
し
て
永
久
保
存
の
各
種
文
書
、
電
信
・
公
信
な
ど
の
情

報
の
一
切
を
電
子
計
算
機
が
読
み
取
り
可
能
な
様
式
（
情
報
管
理
票
）
に
入
力
し
、

運
用
す
る
と
い
う
展
望
が
示
さ
れ
て
い
た）
44
（

。
こ
の
よ
う
な
展
望
は
、
機
能
強
化
対

策
チ
ー
ム
や
情
報
処
理
改
善
委
員
会
の
本
来
の
問
題
意
識
や
構
想
に
回
帰
し
た
も

の
で
あ
る
と
も
い
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
に
か
か
る
長
期
構
想
を
具
体

化
す
る
議
論
が
省
内
で
な
さ
れ
た
様
子
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
先
述
の
官
房
課
長

会
議
で
の
「
文
書
課
原
案
（
中
間
報
告
）」
へ
の
出
席
者
の
反
応
は
、
加
藤
文
書

課
長
に
よ
れ
ば
お
お
む
ね
好
意
的
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
同
時
に
「
関
係
課
長
の

基
礎
知
識
、
問
題
点
の
認
識
は
予
想
外
に
乏
し
く
、
低
い
」
と
い
う
印
象
を
与
え

る
も
の
だ
っ
た
。
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
省
内
の
状
況
か
ら
、
そ
れ
以
上
の
具
体
的

な
検
討
を
進
め
る
推
進
力
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る）
45
（

。

三　
「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
と
そ
の
後
の
展
開

㈠　
「
外
務
本
省
主
管
文
書
、
記
録
文
書
管
理
規
程
」

「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
具
体
的
な
運
用
と
そ
の
特
徴
は
ど
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
文
書
管
理
規
程
類
に
照
ら
し
て
検
討
を
試

み
た
い
。「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
下
の
外
務
省
文
書
の
取
り
扱
い
を
定
め
た

の
は
、
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
文
書
管
理
規
程

「
外
務
本
省
主
管
文
書
、
記
録
文
書
管
理
規
程
」
で
あ
っ
た）
46
（

。

同
規
程
に
お
い
て
は
、「
文
書
」
は
外
務
省
の
所
管
に
係
わ
る
公
務
に
関
す
る

一
切
の
文
書
と
さ
れ
（
第
二
条
１
）、
主
管
課
室
が
管
理
し
て
い
る
文
書
を
「
主

管
文
書
」、
主
管
課
よ
り
文
章
課
に
引
き
継
が
れ
、
集
中
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る

も
の
を「
記
録
文
書
」と
し
て
い
る（
同
第
二
条
３
及
び
４
）。
さ
ら
に
旧
来
の「
外

務
省
文
書
編
さ
ん
規
程
及
び
同
施
行
細
則
」
に
基
づ
き
永
久
保
存
指
定
の
「
記
録

文
書
」
を
編
纂
し
た
も
の
を
「
記
録
」（
外
務
省
記
録
）
と
し
た
（
同
第
二
条
５
）。

主
管
課
室
は
恒
常
的
、
継
続
的
に
主
管
す
る
事
項
に
関
す
る
文
書
を
フ
ァ
イ
ル

に
綴
り
込
み
、「
主
管
文
書
」
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
原

則
と
し
て
こ
の
フ
ァ
イ
ル
に
統
一
性
を
確
保
し
た
「
課
室
別
フ
ァ
イ
ル
件
名
設
定

基
準
」
に
基
づ
く
定
型
的
件
名
を
付
す
も
の
と
さ
れ
て
い
た
（
同
第
四
条
、
第
五

条
）。
さ
ら
に
担
当
官
は
作
成
し
た
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
背
表
紙
及
び
フ
ァ
イ

ル
情
報
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
・
シ
ー
ト
に
所
定
の
件
名
そ
の
他
事
項
を
記
載
し
、
綴
り

込
む
こ
と
と
さ
れ
た
（
同
第
八
条
）。
ま
た
複
数
の
課
室
に
ま
た
が
る
共
管
事
項

に
つ
い
て
は
、
関
係
課
室
の
協
議
の
上
、
重
複
を
極
力
避
け
る
形
で
管
理
区
分
を

定
め
、
共
通
の
フ
ァ
イ
ル
件
名
を
設
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
（
同
第
一
一
条
）。

さ
ら
に
執
務
上
の
重
要
性
を
失
っ
た
「
主
管
文
書
」
は
、
全
省
的
な
利
用
の
た

め
、保
存
期
限
を
指
定
の
上
、文
書
課
に
引
継
ぐ
こ
と
と
さ
れ
た
（
同
第
一
二
条
）。

こ
こ
で
フ
ァ
イ
ル
の
位
置
づ
け
は
「
主
管
文
書
」
か
ら
「
記
録
文
書
」
に
変
更
さ

れ
る
。「
記
録
文
書
」
フ
ァ
イ
ル
を
引
き
継
い
だ
文
書
課
は
、
集
中
保
存
を
行
う

と
共
に
、
分
類
・
目
録
作
成
等
利
用
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
目
録
情
報
等
を
各

課
室
に
共
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
（
同
第
一
七
条
か
ら
第
二
〇
条
）。
そ
し
て
必

要
に
応
じ
た
貸
出
し
要
請
に
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

文
書
管
理
規
程
の
意
義
は
ど
の
よ
う
な
点
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
第
一

の
意
義
は
、従
来
の
規
程
の
定
義
を
引
き
継
い
だ
「
文
書
」「
記
録
文
書
」「
記
録
」
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に
加
え
、
各
課
室
の
作
成
す
る
文
書
フ
ァ
イ
ル
が
「
主
管
文
書
」
と
い
う
名
称
で

規
定
さ
れ
、
各
課
室
長
等
の
管
理
責
任
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
執
務
上

の
重
要
性
を
失
っ
た
「
主
管
文
書
」
を
引
き
継
い
だ
も
の
が
自
動
的
に
「
記
録
文

書
」
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
先
述
の
検
討
過

程
の
と
お
り
、「
主
管
文
書
」
に
対
す
る
各
課
室
の
責
任
と
管
理
体
制
が
明
示
さ

れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

第
二
の
意
義
は
、
フ
ァ
イ
ル
を
「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
に
最
適
化
す
る
措

置
が
と
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
フ
ァ
イ
ル
の
集
中
管
理
、
検
索
機
能
の
活
用
の

観
点
か
ら
、
従
来
統
一
的
な
基
準
が
存
在
し
な
か
っ
た
「
フ
ァ
イ
ル
件
名
設
定
基

準
」
の
遵
守
及
び
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
・
シ
ー
ト
へ
の
必
要
事
項
の
記
載
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
三
の
意
義
は
、文
書
課
記
録
室
の
役
割
の
変
化
が
明
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
に
伴
い
、
文
書
課
の
役
割
は
記
録
文
書
の
管

理
に
最
適
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
文
書
課
で
は
、
引
継
を
受
け
た
フ
ァ
イ
ル

に
付
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
情
報
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
・
シ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル

件
名
、
管
理
番
号
、
旧
主
管
課
室
名
、
目
次
情
報
、
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
を
電
子
計

算
機
に
入
力
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
一
点
留
意
す
べ
き
は
、「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
後
も
、
文

書
課
記
録
室
に
引
き
継
が
れ
て
い
た
未
整
理
の
「
記
録
文
書
」
を
「
外
務
省
記
録
」

に
編
纂
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
た
な
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
の
導
入
検
討
の
際
に
文
書
課
内
で
検
討
さ
れ
て
い
た
方
法
で
あ
っ
た）
47
（

。
管

理
規
程
の
附
則
で
は
「
外
務
省
編
さ
ん
規
程
及
び
同
施
行
細
則
」
及
び
「
外
務
省

記
録
及
び
記
録
文
書
保
管
、
保
存
、
廃
棄
規
程
」
の
廃
止
が
定
め
ら
れ
た
。
し
か

し
同
時
に
、「
昭
和
五
四
年
四
月
三
〇
日
以
前
に
文
書
課
長
に
引
き
継
が
れ
た
記

録
文
書
の
中
永
久
保
存
指
定
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
編
さ
ん
が
完
了
す
る
ま
で
の

間
、
こ
れ
ら
の
規
程
及
び
細
則
中
外
務
省
文
書
の
編
さ
ん
に
関
す
る
規
定
は
、
な

お
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
」
と
過
渡
的
な
規
程
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
過
去
に
文
書
課
に
引
き
継
が
れ
て
い
た
「
記
録
文
書
」
は
文

書
課
記
録
室
で
引
続
き
編
纂
作
業
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

㈡　

新
文
書
分
類
表
と
「
フ
ァ
イ
ル
件
名
設
定
基
準
」
の
検
討

次
に
、「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
と
同
時
に
導
入
さ
れ
た
分
類
表
、及
び
「
フ
ァ

イ
ル
件
名
設
定
基
準
」
に
つ
い
て
、
そ
の
経
緯
と
特
徴
を
確
認
し
た
い
。
当
初
の

文
書
課
記
録
室
に
よ
る
分
類
表
の
検
討
で
は
二
つ
の
整
理
方
法
が
検
討
さ
れ
て
い

た
。
第
一
の
考
え
方
は
、
分
類
の
出
発
点
を
国
及
び
国
際
機
関
・
地
域
機
関
な
ど

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
分
類
体
系
を
構
築
す
る
と
い
う
も
の
で
、
第
二
の
考
え
方

は
、
外
務
省
全
体
の
所
管
事
項
を
も
と
に
分
類
体
系
を
組
み
立
て
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
前
者
は
Ａ
案
、
後
者
は
Ｂ
案
と
名
付
け
ら
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
既
存
記
録
と
の
整
合
性
や
、
多
数
国
間
に
関
わ
る

事
項
の
整
理
が
困
難
で
あ
る
な
ど
の
欠
点
か
ら
Ａ
案
は
退
け
ら
れ
、
昭
和
五
二

（
一
九
七
七
）年
九
月
に
は
Ｂ
案
を
原
案
と
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、こ
の
分
類
が「
新

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）
48
（

。

「
フ
ァ
イ
ル
件
名
設
定
基
準
」
は
、
全
省
的
に
統
一
さ
れ
た
Ｂ
案
の
階
層
分
類

の
下
で
フ
ァ
イ
ル
件
名
を
設
定
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
、
作
成
さ
れ
る
こ
と
と
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な
っ
た
。
そ
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
フ
ァ
イ
ル
件
名
が
恒
常
的
、
継
続
的
な
事

項
に
関
す
る
件
名
で
あ
る
こ
と
、
対
象
と
な
る
国
名
・
地
域
名
、
年
度
を
記
載
す

る
な
ど
、
検
索
上
の
容
易
性
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
設

定
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
、
個
別
の
内
容
に
つ
い
て
各
課
室
と
の
協
議
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た）
49
（

。

分
類
表
Ｂ
案
及
び
「
フ
ァ
イ
ル
件
名
設
定
基
準
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
次
頁
の
表
１
・
表
２
を
参
照
さ
れ
た
い
。
Ｂ
案
の

階
層
分
類
は
、
幅
広
い
分
野
を
包
含
し
つ
つ
も
、
分
類
表
が
政
治
、
経
済
な
ど
の

領
域
で
区
分
さ
れ
て
お
り
、
従
来
の
「‚
Ａ
‚
Ｂ
‚
Ｃ
」
式
分
類
表
と
一
定
の
類

似
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
分
類
表
に
つ
い
て
は
最
終
的
な
成
案

を
史
料
か
ら
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」の
下
で
作
成
・

取
得
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
を
、
移
管
前
の
階
層
分
類
を
基
本
的
に
維
持
す
る
形
で
受

け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
外
交
史
料
館
「
新
分
類
記
録
（
Ｓ
分
類
）」
の
階
層
分
類

を
参
照
す
る
と
、
最
終
的
な
成
案
に
お
い
て
も
、
Ｂ
案
の
外
務
省
全
体
の
所
管
事

項
を
も
と
に
分
類
大
系
を
整
理
す
る
基
本
的
な
方
針
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る）
50
（

。
ま
た
、「
フ
ァ
イ
ル
件
名
設
定
基
準
」
は
、
対
象
（
地
域
課
の
場

合
は
当
該
国
）
の
情
報
の
粗
密
に
合
わ
せ
た
名
称
設
定
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
特
に
第
三
形
態
、
第
四
形
態
の
よ
う
に
、
当
該
国
と
の
外
交
関
係

が
緊
密
で
複
数
の
フ
ァ
イ
ル
作
成
が
必
要
な
場
合
、
Ｂ
案
に
基
づ
く
分
類
階
層
に

対
応
す
る
形
で
、
個
々
の
案
件
に
つ
い
て
フ
ァ
イ
ル
件
名
を
設
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

㈢　
「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
以
後
の
文
書
管
理

昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
の
導
入
以
来
、「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
は
文
書

課
が
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
八
月
一
日
の
機
構
改
革
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
文
書

管
理
関
連
事
務
が
大
臣
官
房
総
務
課
に
引
継
が
れ
た
後
も
運
用
が
続
け
ら
れ
た
。

外
務
省
の
文
書
管
理
に
次
な
る
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
全
政
府
的
な
文
書

管
理
シ
ス
テ
ム
の
変
化
で
あ
っ
た
。
平
成
に
入
り
日
本
政
府
は
全
政
府
的
な
文
書

管
理
シ
ス
テ
ム
整
備
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
、
平
成
一
〇
年
一
一
月
九
日
に
高
度

情
報
通
信
社
会
推
進
本
部
が
「
高
度
情
報
通
信
社
会
推
進
に
向
け
た
基
本
指
針
」

に
お
い
て
、
総
合
的
な
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
推
進
を
決
定
し
た）
51
（

。
さ
ら

に
平
成
一
一
年
五
月
に
行
政
機
関
情
報
公
開
法
が
公
布
さ
れ
（
平
成
一
三
年
四
月

一
日
施
行
）、
各
府
省
が
個
別
に
整
備
し
て
い
た
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

全
省
的
に
共
通
の
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ

た
。外

務
省
で
も
行
政
機
関
情
報
公
開
法
に
対
応
す
る
た
め
、
同
法
が
規
定
す
る
行

政
文
書
の
取
得
、
作
成
、
起
案
、
決
裁
、
施
行
、
保
存
及
び
移
管
・
廃
棄
等
に
係

る
業
務
を
処
理
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
各
省
は

「
総
合
的
な
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
つ
い
て
」（
平
成
一
二
年
三
月
二
九
日

各
省
庁
事
務
連
絡
会
議
了
承
、
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
各
省
庁
連
絡
会
議
幹
事
会
了

承
）
に
基
づ
き
、
各
省
任
意
の
仕
様
で
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
こ
と
と

な
り
、
外
務
省
に
お
い
て
も
「
総
合
的
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
平
成
一
三
年
度

よ
り
導
入
し
、
こ
こ
に
「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
は
そ
の
役
割
を
終
え
る
こ
と

と
な
る
。
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表１　「新・文書管理システム」分類表B案（一部抜粋）
門 類

0 1 2 3 4 5

A 政治 - 本邦内政 本邦外交 諸外国政治 国 際 会 議・
機構、条約 国際連合

B 武力紛争 - 国際武力紛
争 - - - -

C 国防・軍事 - 本 邦 国 防・
軍事

本邦・諸外
国 間 国 防・
軍事（協力）

諸外国国防・
軍事

国 際 会 議・
機構、条約 軍縮

D 法律・司法 - 本邦国内法
務行政

本邦・諸外
国間国内法
務行政

諸外国法務
行政

国 際 会 議・
機構、条約

E 経済 - 本邦国内経
済

本邦対外経
済 諸外国経済 国 際 会 議・

機構、条約 国際経済

F 経済協力 - （本邦内政） 本邦対外経
済協力

諸外国経済
協力

国 際 会 議・
機構、条約

「新文書管理システム（案）資料」（昭和52年 11月 18日）内「新・分類表案（B）門・類一覧表（未定稿）」（戦
後外交記録「文書事務合理化／新文書管理システム（新分類表改訂B案）」2019-0705）より著者作成。

表２　地域課向けファイル件名設定基準（一部抜粋）

ファイル件名設定形態 原則 ファイル件名例

第1形態 情報量の少ない国に対する基本ファイル件名 A国

第 2形態 やや情報量の多い国に対する基本ファイル件
名

A国政治・経済
日・A関係

第3形態 かなり情報量が多い国に対する基本ファイル
件名

A国政治
A国経済
日・A政治関係
日・A間要人往来

第4形態 非常に情報量が多い国に対する基本ファイル
件名

A国内政・国情
A国外交
A国国防・軍事
A国内経済
A国対外経済
日・A政治関係一般
日・A要人会談関係
日・A法務関係
日・A軍事関係
日・A儀礼・親善関係
本邦要人A訪問関係
A要人本邦訪問関係

「ファイル件名設定基準（地域課用）」（戦後外交記録「文書事務合理化／文書管理システム」2019-0706）をもと
に著者作成。
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「
総
合
的
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
は
外
務
省
の
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
ど
の
よ

う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
は
、「
記
録
文
書
」の
集
中
管
理
・

情
報
管
理
の
原
則
が
明
示
的
で
は
な
く
な
っ
た
点
で
あ
ろ
う
。
行
政
機
関
情
報
公

開
法
の
施
行
、「
総
合
的
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
に
関
連
し
て
平
成
一
三

年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
「
外
務
省
文
書
管
理
規
程
」（
平
成
一
三
年
外
務
省

訓
令
第
一
七
号
）
に
お
い
て
、
集
中
管
理
の
た
め
に
大
臣
官
房
総
務
課
長
に
移
管

さ
れ
た
後
も
、
各
課
室
の
作
成
し
た
フ
ァ
イ
ル
の
文
書
管
理
責
任
者
は
主
管
課
室

長
と
さ
れ
た
（
外
務
省
文
書
管
理
規
程
第
二
条
）
）
52
（

。
こ
れ
は
、
行
政
機
関
情
報
公

開
法
の
施
行
に
伴
い
、
行
政
機
関
と
し
て
の
文
書
管
理
を
統
一
す
る
た
め
に
合
意

さ
れ
た
「
行
政
文
書
の
管
理
方
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
」（
平
成

一
二
年
二
月
二
五
日
各
省
庁
事
務
連
絡
会
議
申
合
せ
）
に
お
い
て
「
文
書
管
理
者

は
、
原
則
と
し
て
各
課
等
ご
と
に
置
く
こ
と
と
し
、
各
課
等
の
課
長
等
を
指
名
す

る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た）
53
（

。
総

務
課
長
の
管
理
す
る
記
録
書
庫
へ
の
フ
ァ
イ
ル
の
引
継
は
文
書
管
理
規
程
の
中
で

定
め
ら
れ（
同
第
一
七
条
）、物
理
的
な
集
中
管
理
は
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

昭
和
五
五
年
の
「
外
務
本
省
主
管
文
書
、
記
録
文
書
管
理
規
程
」
が
定
め
た
よ
う

な
、
管
理
責
任
の
切
り
替
え
を
伴
う
「
主
管
文
書
」
か
ら
「
記
録
文
書
」
へ
の
移

行
と
い
っ
た
措
置
は
と
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た）
54
（

。
ま
た
、
従
来
の
文
書
管
理
規

程
に
お
い
て
は
定
め
ら
れ
て
い
た
フ
ァ
イ
ル
件
名
設
定
基
準
も
制
定
さ
れ
な
か
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
フ
ァ
イ
ル
件
名
を
統
一
的
な
基
準
で
管
理
す
る
明
文
規
程
は

存
在
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
し
て
「
総
合
的
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
に
よ
っ
て
、
従
来
、
事
項
を

も
と
に
整
理
さ
れ
て
い
た
階
層
分
類
も
大
き
な
変
化
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
総
合
的
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
下
で
作
成
・
取
得
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
は
、「
新

分
類
記
録
（
Ｈ
分
類
）」
と
し
て
外
交
史
料
館
に
移
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
階
層

分
類
を
確
認
す
る
と
、
従
来
の
「‚
Ａ
‚
Ｂ
‚
Ｃ
」
式
分
類
、
及
び
「
新
分
類
記

録
（
Ｓ
分
類
）」
と
異
な
り
、各
フ
ァ
イ
ル
が
第
一
の
階
層
と
し
て
「
地
域
局
」「
機

能
局
」「
官
房
」
な
ど
、
基
本
的
に
部
局
単
位
の
階
層
構
造
を
有
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
階
層
下
に
は
、「
対
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
外
交
」「
対

北
米
地
域
外
交
」「
対
中
南
米
地
域
外
交
」「
対
欧
州
地
域
外
交
」「
対
中
東
ア
フ

リ
カ
地
域
外
交
」
な
ど
各
地
域
局
に
対
応
す
る
階
層
が
第
二
階
層
と
し
て
設
け
ら

れ
、
更
に
そ
の
下
に
「
中
国
・
モ
ン
ゴ
ル
（
亜
中
モ
１
所
掌
分
）」「
北
東
ア
ジ
ア
」

な
ど
の
よ
り
細
分
化
さ
れ
た
階
層
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
現
状
で
そ
の
制
定
過
程

の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
課
室
毎
に
作
成
・
取
得
さ
れ
る
フ
ァ
イ
ル
と
い
う
性

質
が
よ
り
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
え
よ
う
。そ
の
意
味
で
、

「
総
合
的
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
階
層
分
類
は
、
か
つ
て
「
新
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
」
導
入
の
際
に
検
討
さ
れ
た
分
類
表
Ａ
案
と
同
様
の
性
格
を
持
つ
も
の
で

あ
っ
た
と
も
い
え
る）
55
（

。

そ
の
後
、
政
府
の
保
有
す
る
行
政
文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
規
定
し
た
平
成

二
三
年
の「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」（
公
文
書
管
理
法
）が
施
行
さ
れ
、

「
総
合
的
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
に
代
わ
る
全
府
省
庁
共
通
の
文
書
管
理
シ
ス
テ

ム
と
し
て
導
入
さ
れ
た
「
一
元
的
な
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
が
外
務
省
で

も
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
施
策
の
影
響
も
史
料
的
制
約
の
た
め
論
じ
る
こ
と
は

困
難
だ
が
、「
総
合
的
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
導
入
以
後
の
主
管
課
室
が
文
書
管
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理
に
大
き
な
責
任
を
負
う
文
書
管
理
体
制
、
主
管
課
室
の
所
掌
事
務
に
応
じ
た
階

層
分
類
の
設
定
等
に
つ
い
て
は
考
え
方
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る）
56
（

。

四　

特
定
歴
史
公
文
書
等
「
戦
後
外
交
記
録
」
へ
の
影
響

㈠　

検
証
方
法

本
稿
で
は
こ
こ
ま
で
「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
導
入
に
至
る
経
緯
及
び
そ
の

後
の
外
務
省
の
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
変
化
を
論
じ
て
き
た
。
本
節
で
は
視
点
を

変
え
、
こ
の
よ
う
な
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
変
化
が
移
管
さ
れ
る
フ
ァ
イ
ル
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
利
用
に
際
し
て
は
ど
の
よ
う
な
点
に

留
意
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
外
交
史
料
館
に
「
新
分
類
記
録
」
と
し
て
移
管
さ
れ

た
記
録
を
具
体
的
に
参
照
し
つ
つ
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

本
論
で
は
、
そ
の
事
例
と
し
て
歴
代
総
理
の
中
国
訪
問
に
関
す
る
「
新
分
類
記

録
」
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
表
３
と
し
て
、
昭
和
五
七
年
の
鈴
木
善
幸
総

理
の
中
国
訪
問
か
ら
昭
和
六
三
年
の
竹
下
登
総
理
の
中
国
訪
問
ま
で
の
期
間
の

「
総
理
中
国
訪
問
」
を
件
名
に
含
む
移
管
済
フ
ァ
イ
ル
の
一
覧
を
掲
載
し
て
い
る
。

三
二
冊
の
フ
ァ
イ
ル
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
フ
ァ
イ
ル

一
覧
か
ら
も
、
い
く
つ
か
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
な
情
報
が
存
在
す
る
。

㈡　
「
総
理
中
国
訪
問
」
関
係
フ
ァ
イ
ル
の
検
証

第
一
に
、
階
層
分
類
の
違
い
で
あ
る
。
大
半
の
フ
ァ
イ
ル
は
、「
新
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
」
下
で
作
成
さ
れ
て
お
り
、「
新
分
類
記
録
（
Ｓ
分
類
）」
の
階
層
分
類

で
あ
る
Ｓ
Ａ
門
（
政
治
・
外
交
・
国
際
紛
争
）・
１
類
（
政
治
・
外
交
・
国
際
紛
争
）・

３
項
（
本
邦
諸
外
国
間
人
事
往
来
）・
１
目
（
本
邦
要
人
等
諸
外
国
訪
問
）
の
中

に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

し
か
し
、項
番
二
八
、二
九
の
「
竹
下
総
理
中
国
訪
問
（
１
９
８
８
年
）」
の
フ
ァ

イ
ル
に
つ
い
て
は
、「
総
合
的
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
下
で
作
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、「
新
分
類
記
録
（
Ｈ
分
類
）」
の
階
層
分
類
で
あ
る
Ｈ
Ｂ
門
（
地
域
局
）・

１
類
（
対
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
外
交
）・
３
項
（
中
国
・
モ
ン
ゴ
ル
）・
２
目
（
要

人
往
来
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る

の
は
、そ
の
フ
ァ
イ
ル
に
収
録
さ
れ
た
文
書
が
対
象
と
す
る
時
期
で
は
な
く
、フ
ァ

イ
ル
が
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
た
時
期
に
合
わ
せ
、
こ
れ
ら
の
文
書
が
整
理
・
分

類
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
後
の
フ
ァ
イ
ル
の
分
類
か
ら
推
定
し
、「
新

分
類
記
録
（
Ｓ
分
類
）」
あ
る
い
は
「
新
分
類
記
録
（
Ｈ
分
類
）」
の
い
ず
れ
か
の

み
を
確
認
す
る
と
、
関
連
フ
ァ
イ
ル
の
確
認
漏
れ
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
二
に
、
作
成
課
室
名
の
違
い
で
あ
る
。
大
半
の
フ
ァ
イ
ル
は
ア
ジ
ア
局
中
国

課
の
作
成
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
述
の
二
つ
の
「
竹
下
総
理
中
国
訪
問

（
１
９
８
８
年
）」
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
い
ず
れ
も
作
成
課
室
が
「
ア
ジ
ア
大
洋
州
局

中
国
課
」
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
局
の
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
へ
の
改
組
は
平
成

一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
一
月
で
あ
り
、
昭
和
六
三
年
に
竹
下
登
総
理
の
中
国
訪
問

を
主
管
し
た
の
は
前
身
の
ア
ジ
ア
局
中
国
課
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
組
織
名
称

上
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
の
は
シ
ス
テ
ム
の
階
層
分
類
と
同
様
に
、
作
成
課
室
名

が
シ
ス
テ
ム
に
フ
ァ
イ
ル
が
登
録
さ
れ
た
時
期
に
合
わ
せ
て
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
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表3　総理中国訪問に関する「新分類記録」の一覧
項番 分類番号 階層分類 ファイル件名 訪中年 作成課室 移管時の管理担当課室

1 2015-0055 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）鈴木総理中国訪問 1982 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

2 2015-1611 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）鈴木総理中国訪問 1982 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

3 2017-1004 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）鈴木総理中国訪問 1982 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

4 2018-0267 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）鈴木総理中国訪問 1982 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

5 2018-0268 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）鈴木総理中国訪問 1982 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

6 2020-1015 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

鈴木総理中国訪問
（1982 年） 1982 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

7 2020-1016 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

鈴木総理中国訪問
（1982 年） 1982 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

8 2020-1017 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

鈴木総理中国訪問
（1982 年） 1982 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

9 2015-2194 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

中曽根総理中国訪
問 1984 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

10 2015-2195 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

中曽根総理中国訪
問 1984 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

11 2015-2196 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

中曽根総理中国訪
問 1984 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

12 2015-2197 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

中曽根総理中国訪
問 1984 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

13 2015-2198 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

中曽根総理中国訪
問 1984 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

14 2015-2199 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

中曽根総理中国訪
問 1984 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

15 2015-2200 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

中曽根総理中国訪
問（広報） 1984 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

16 2015-2201 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

中曽根総理中国訪
問（報道ぶり） 1984 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

17 2019-0366 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

中曽根総理中国訪
問 1984 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

18 2019-0367 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

中曽根総理中国訪
問 1984 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

19 2019-0368 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

中曽根総理中国訪
問 1984 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

20 2019-0369 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

中曽根総理中国訪
問 1984 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

21 2017-0638 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

中曽根総理中国訪
問 1986 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

22 2017-0639 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

中曽根総理中国訪
問 1986 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

23 2017-0640 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

中曽根総理中国訪
問 1986 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

24 2018-0262 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

中曽根総理中国訪
問 1986 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

25 2018-0263 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

中曽根総理中国訪
問 1986 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

26 2019-0370 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

中曽根総理中国訪
問 1986 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

27 2019-0371 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

中曽根総理中国訪
問 1986 アジア局

中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

28 2019-1222 HB 門（地域局）＞1類（対アジア・太平洋地域外交）＞3 項（中国・
モンゴル）＞2目（要人往来）

竹下総理中国訪問
（1988 年） 1988 アジア大洋

州局中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

29 2019-1223 HB 門（地域局）＞1類（対アジア・太平洋地域外交）＞3 項（中国・
モンゴル）＞2目（要人往来）

竹下総理中国訪問
（1988 年） 1988 アジア大洋

州局中国課
アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

30 2020-0040 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

竹下総理中国訪問
（1988 年）／各種
資料

1988 アジア局
中国課

アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

31 2020-0041 SA 門（政治・外交・国際紛争）＞1類（政治・外交・国際紛争）
＞3 項（本邦諸外国間人事往来）＞1目（本邦要人等諸外国訪問）

竹下総理中国訪問
（1988 年）／各種
資料

1988 アジア局
中国課

アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

32 2020-0364 HB 門（地域局）＞1類（対アジア・太平洋地域外交）＞3 項（中国・
モンゴル）＞2目（要人往来）

竹下総理中国訪問
（1988 年）／各種
スピーチ案

1988 アジア大洋
州局中国課

アジア大洋州局中
国・モンゴル第一課

（令和2年 12月時点　著者作成）
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起
因
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
組
織
・
機
構
が
必
ず
し
も
文
書
が
作
成
さ
れ
た

当
時
の
課
室
名
を
反
映
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
特
に

組
織
の
改
編
が
多
い
機
能
局
に
関
す
る
フ
ァ
イ
ル
を
調
査
す
る
場
合
、
注
意
す
べ

き
点
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、フ
ァ
イ
ル
間
の
関
係
性
の
把
握
が
難
し
い
点
も
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

「
外
務
省
記
録
」
は
文
書
課
で
編
纂
さ
れ
た
記
録
で
あ
る
た
め
、例
え
ばA

,.1.5.2.4

以
下
の
階
層
分
類
に
納
め
ら
れ
た
「
岸
総
理
第
１
次
訪
米
関
係
一
件
」
の
場
合
、

昭
和
三
二
年
の
岸
信
介
総
理
訪
米
の
準
備
、
実
施
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
の
主

要
な
文
書
が
整
理
さ
れ
た
メ
イ
ン
フ
ァ
イ
ル
が
明
ら
か
で
あ
り
、
さ
ら
に
上
記
番

号
に
枝
番
号
を
付
与
し
た
主
要
会
談
記
録
（A

,.1.5.2.4-3

）、
訪
米
に
際
し
て
準
備

さ
れ
た
各
種
資
料
（A

,.1.5.2.4-2

）
な
ど
関
連
す
る
フ
ァ
イ
ル
の
全
体
像
も
把
握

可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
新
分
類
記
録
」
は
い
ず
れ
の
場
合
も
各
課
室

が
執
務
の
中
で
適
宜
作
成
し
た
フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
た
め
、
同
一
の
総
理
訪
問
の
名

を
冠
す
る
各
フ
ァ
イ
ル
が
ど
の
よ
う
な
内
容
を
含
む
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な

い
。
会
談
記
録
等
を
含
む
フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
か
、
プ
レ
ス
対
応
や
日
程
調
整
な
ど

の
記
録
で
あ
る
か
が
フ
ァ
イ
ル
件
名
か
ら
識
別
可
能
な
も
の
は
一
部
に
限
定
さ
れ

て
お
り
、
移
管
・
公
開
に
際
し
て
付
さ
れ
た
史
料
概
要
や
目
次
情
報
等
の
確
認
に

よ
っ
て
、
フ
ァ
イ
ル
内
容
を
事
前
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
こ
の
点
に
関
連
し
て
、「
新
分
類
記
録
」
は
全
て
の
関
連
記
録
が
移
管
済

で
あ
る
か
の
確
認
が
難
し
い
点
も
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。「
外
交
記
録
公
開
に

関
す
る
規
則
」
は
、
作
成
又
は
取
得
か
ら
三
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
行
政
文
書
を

公
開
す
る
と
の
原
則
を
定
め
て
い
る
が
、
執
務
上
必
要
等
の
理
由
か
ら
保
存
期
間

を
延
長
す
る
等
の
措
置
に
よ
り
、
三
〇
年
以
上
を
経
過
し
て
も
移
管
さ
れ
て
い
な

い
フ
ァ
イ
ル
も
存
在
す
る
。
今
回
の
「
総
理
中
国
訪
問
」
関
連
フ
ァ
イ
ル
の
場
合
、

「
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
」
を
確
認
す
る
と
、
保
存
期
間
を
満
了
し
て
い
な

い
「
鈴
木
総
理
中
国
訪
問
」
と
題
す
る
フ
ァ
イ
ル
が
一
冊
未
移
管
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る）
57
（

。「
外
務
省
記
録
」
の
場
合
、
分
類
番
号
等
か
ら
移
管
状
況
の
推
定

が
比
較
的
容
易
で
あ
る
が
、「
新
分
類
記
録
」
は
そ
の
よ
う
な
推
定
が
難
し
い
と

い
え
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
「
総
理
中
国
訪
問
」
を
件
名
に
含
む
フ
ァ
イ
ル
以
外
に
も
、

総
理
中
国
訪
問
に
関
す
る
記
録
を
含
む
フ
ァ
イ
ル
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

ア
ジ
ア
局
中
国
課
が
作
成
し
た
分
類
番
号
二
〇
一
四
―
一
六
九
四
の
フ
ァ
イ
ル

「
日
中
要
人
会
談
」
に
も
、
昭
和
五
七
年
の
鈴
木
総
理
の
訪
中
日
程
、
一
行
名
簿
、

各
種
行
事
で
の
日
中
首
脳
の
挨
拶
な
ど
が
収
録
さ
れ
た
調
書
が
含
ま
れ
て
い
る）
58
（

。

従
来
の
「
外
務
省
記
録
」
で
は
こ
う
し
た
調
書
も
総
理
の
外
国
訪
問
フ
ァ
イ
ル
の

中
に
編
綴
さ
れ
て
い
る
が
、「
新
分
類
記
録
」に
お
い
て
は
、件
名
の
み
を
フ
ォ
ロ
ー

す
る
だ
け
で
は
遺
漏
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

今
回
事
例
と
し
た
総
理
の
外
国
訪
問
は
事
項
・
対
象
時
期
が
明
確
で
あ
り
、
比

較
的
内
容
が
整
理
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
と
い
え
る
が
、
そ
れ
で
も
い
く
つ
か
留
意
す

べ
き
点
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
個
別
の
二
国
間
政
治
関
係
、
通
商
関
係
等
に
関

連
す
る
フ
ァ
イ
ル
で
あ
れ
ば
、
網
羅
的
な
把
握
の
困
難
性
は
よ
り
高
い
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
本
稿
で
論
じ
た
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
変
化
に
留
意
す
る
こ

と
で
、
あ
る
程
度
調
査
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
は
可
能
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

「
新
分
類
記
録
（
Ｓ
分
類
）」
に
属
す
る
フ
ァ
イ
ル
で
あ
れ
ば
そ
の
階
層
分
類
が
政
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治
、
条
約
・
国
際
機
構
、
経
済
な
ど
の
事
項
別
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
政
策
分
野

か
ら
絞
り
込
み
が
可
能
で
あ
る
。
他
方
、「
新
分
類
記
録
（
Ｈ
分
類
）」
に
属
す
る

フ
ァ
イ
ル
で
あ
れ
ば
、
担
当
部
局
を
元
に
し
た
階
層
分
類
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
調

査
し
た
い
事
項
の
担
当
部
局
を
把
握
す
る
こ
と
で
絞
り
込
む
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
そ
し
て
い
ず
れ
の
分
類
に
お
い
て
も
、
調
査
事
項
の
主
管
課
室
を
把
握
す
る

こ
と
が
求
め
る
フ
ァ
イ
ル
に
た
ど
り
着
く
際
、
最
も
重
要
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

外
務
省
は
設
立
以
来
、
実
務
上
の
要
請
か
ら
、
機
能
的
・
効
率
的
な
文
書
管
理

を
追
求
し
て
き
た
。
戦
前
期
、
そ
れ
は
文
書
課
に
よ
る
外
交
活
動
の
包
括
的
な
記

録
と
し
て
の
「
外
務
省
記
録
」
の
編
纂
と
集
中
管
理
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
た
が
、

戦
後
の
外
交
活
動
の
拡
大
等
に
よ
っ
て
作
成
・
取
得
さ
れ
る
文
書
量
が
増
大
し
た

結
果
、戦
前
と
同
様
の
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
た
。

か
か
る
課
題
に
直
面
し
た
外
務
省
が
新
た
に
導
入
し
た
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
が

「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
っ
た
。
中
央
省
庁
に
お
け
る
公
文
書
管
理
を
扱

う
先
行
研
究
で
は
、
行
政
管
理
庁
が
行
政
運
営
や
能
率
向
上
の
観
点
か
ら
文
書
管

理
を
捉
え
、
政
府
共
通
で
そ
の
改
善
を
促
す
取
組
を
進
め
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
外
務
省
の
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
変
化
は
そ
う
し
た
取
組
と
広
い

文
脈
で
は
連
動
し
つ
つ
、「
外
務
省
記
録
」
の
編
纂
に
代
わ
る
新
た
な
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
い
う
独
自
の
目
的
を
も
っ
て
進
め
ら
れ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
で
あ
ろ
う）
59
（

。
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「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
導
入
前
後
の
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
変
化
は
表
４

の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」は
従
来
行
わ
れ
て
き
た「
外

務
省
記
録
」
編
纂
を
原
則
と
し
て
中
止
し
、
他
方
で
主
管
課
室
が
作
成
す
る
段
階

か
ら
文
書
フ
ァ
イ
ル
に
対
し
て
様
々
な
規
程
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
文
書
課
が

主
と
し
て
責
任
を
負
っ
て
い
た
文
書
管
理
に
つ
い
て
の
責
任
を
主
管
課
室
と
も
分

担
し
、
さ
ら
に
電
子
計
算
機
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
機
能
的
・
効
率
的
な

文
書
管
理
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。

他
方
で
、
こ
う
し
た
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
作
成
と
整
理
は
、
た
だ
で
さ
え
多

忙
を
極
め
る
主
管
課
室
に
更
な
る
負
担
を
強
い
る
も
の
で
も
あ
っ
た）
60
（

。
そ
し
て
そ

の
運
用
方
針
の
徹
底
に
は
困
難
が
伴
っ
た
。
事
実
、「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」

導
入
の
最
終
的
調
整
を
行
う
段
階
の
打
ち
合
わ
せ
に
お
い
て
も
、
関
係
者
か
ら
は

「
人
の
能
力
に
期
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
は
な
い
か
」
と
、
各
課
室
が
文
書
管
理
に

負
う
負
担
が
大
き
い
こ
と
へ
の
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
た）
61
（

。
こ
れ
ら
の
打
合
せ
の
中

で
は
、
様
々
な
文
書
記
録
の
意
図
せ
ぬ
欠
落
、
あ
る
い
は
重
複
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
り
、
そ
の
検
証
が
困
難
で
あ
る
こ
と
や
、
網
羅
的
な
目
録
作
成
が
困
難
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

事
例
に
示
し
た
よ
う
に
、
事
実
「
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
導
入
以
後
に
作
成

さ
れ
、
移
管
さ
れ
た
記
録
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
懸
念
を
裏
付
け
る
部
分
も
否

定
で
き
な
い
と
い
え
る
。「
新
分
類
記
録
」
は
、
そ
の
裏
側
に
あ
る
シ
ス
テ
ム
が

文
書
管
理
を
め
ぐ
る
模
索
の
末
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
特
徴
を

有
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
利
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

注（
1
）
白
鳥
潤
一
郎
「
外
交
記
録
公
開
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
だ
か
」（『
外
交
』
第
四
五
号
、

二
〇
一
七
年
九
月
）、高
橋
和
宏
「
外
務
省
文
書
か
ら
み
た
日
本
の
安
全
保
障
政
策
史
」

（『
防
衛
学
研
究
』
第
五
八
号
、
二
〇
一
八
年
）。

（
2
）
井
上
正
也
「
日
本
の
国
際
政
治
学
に
お
け
る
日
本
外
交
史
」（『
国
際
政
治
』
第

一
九
九
号
、
二
〇
二
〇
年
）
一
二
八
―
一
二
九
頁
。

（
3
）
こ
う
し
た
点
に
留
意
し
た
研
究
と
し
て
、
高
橋
和
宏
『
ド
ル
防
衛
と
日
米
関
係
』
千

倉
書
房
、
二
〇
一
八
年
、
一
八
―
一
九
頁
。

（
4
）
長
谷
川
貴
志
「
戦
後
外
務
省
の
文
書
管
理
―
占
領
期
か
ら
外
交
権
回
復
後
を
中
心
に
」

（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要　

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
篇
』
第
一
〇
号
、二
〇
一
四
年
）。

ま
た
関
連
す
る
研
究
と
し
て
、
服
部
龍
二
『
外
交
を
記
録
し
、
公
開
す
る
』
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
。

（
5
）
以
下
の
戦
前
期
に
関
す
る
記
述
は
、
外
務
省
編
『
外
務
省
の
百
年 

下
』
原
書
房
、

一
九
六
九
年
、
第
六
編
第
四
章
、
熊
本
史
雄
「
外
政
・
軍
政
関
係
官
庁
に
お
け
る
公

文
書
管
理
」
中
野
目
徹
・
熊
本
史
雄
編
『
近
代
日
本
公
文
書
管
理
制
度
史
料
集 

中
央

行
政
機
関
編
』
岩
田
書
院
、二
〇
〇
九
年
、一
一
八
六
―
一
一
九
〇
頁
、黒
沢
文
貴
『
歴

史
に
向
き
あ
う
―
未
来
に
つ
な
ぐ
近
現
代
の
歴
史
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
二
〇
年
、

第
六
章
を
参
照
し
た
。

（
6
）
高
裁
案
（
昭
和
二
二
年
八
月
二
三
日
決
裁
）「
終
戦
時
以
降
の
記
録
編
集
に
関
す
る
件
」

外
務
省
記
録
「
本
省
記
録
関
係　

記
録
及
び
記
録
文
書
の
規
程
、
整
理
法
関
係
」
第

一
巻
、N

,.1.3.0.1-1

、
外
務
省
外
交
史
料
館
（
以
下
、
外
務
省
記
録
「
規
程
、
整
理
法

関
係
」
第
一
巻
、
外
史
と
略
記
）。
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（
7
）
総
務
課
長
「
十
一
月
十
日
主
任
課
長
会
議
記
録
」
同
右
。
本
文
書
に
最
初
に
着
目
し

た
研
究
と
し
て
、
長
谷
川
前
掲
、
一
一
三
―
一
一
四
頁
。
重
光
は
戦
前
、
パ
リ
講
和

会
議
に
お
け
る
日
本
外
交
の
不
振
を
受
け
て
着
手
さ
れ
た
外
務
省
の
組
織
改
革
の
中

で
、
文
書
の
記
録
・
整
理
問
題
に
関
与
し
た
経
験
も
有
し
て
い
た
。
熊
本
前
掲
、

一
一
八
八
―
一
一
八
九
頁
。

（
8
）
文
書
課
長
発
回
章
文
第
二
二
号
（
昭
和
三
六
年
六
月
二
二
日
）「
記
録
文
書
保
存
廃
棄

規
程
の
検
討
に
関
す
る
件
」
外
務
省
記
録
「
本
省
記
録
関
係　

記
録
及
び
記
録
文
書

の
規
程
、
整
理
法
関
係
」
第
二
巻
、N

,.1.3.0.1-1

、
外
史
。

（
9
）
高
裁
案
（
昭
和
三
六
年
八
月
三
〇
日
決
裁
）「
記
録
文
書
保
存
廃
棄
規
程
の
改
訂
に
関

す
る
件
」
同
右
。

（
10
）
高
裁
案
（
昭
和
三
六
年
九
月
一
三
日
決
裁
）「
外
務
省
文
書
編
さ
ん
規
程
及
び
同
施
行

細
則
の
一
部
改
正
に
関
す
る
件
」
同
右
。
名
称
も
「
外
務
省
文
書
編
さ
ん
規
程
」「
外

務
省
文
書
編
さ
ん
規
程
施
行
細
則
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）
外
務
省
『
わ
が
外
交
の
近
況　

昭
和
四
三
年
度
（
第
一
三
号
）』、一
三
七
―
一
三
八
頁
。

（
12
）
文
書
課
記
録
班
（
昭
和
四
二
年
二
月
一
六
日
）「
過
去
一
〇
年
間
に
お
け
る
各
局
課
引

継
文
書
冊
数
及
び
記
録
班
人
員
数
調
」
外
務
省
記
録
「
本
省
記
録
予
算
関
係
一
件
」

第
二
巻
、N

,.1.3.0.2

、
外
史
。

（
13
）
文
書
課
記
録
室
（
昭
和
五
三
年
二
月
二
二
日
）「
記
録
文
書
の
受
入
・
整
理
数
等
の
推

移[

各
暦
年
末
現
在]

（
新
・
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
検
討
用
資
料
）」
戦
後
外
交
記
録
「
文

書
事
務
合
理
化
／
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
」、2019-0703

、
外
史
。

（
14
）
文
書
課
記
録
室
員
に
は
昭
和
四
五
年
度
の
時
点
で
一
六
名
が
在
籍
し
て
い
た
が
、
昭

和
四
六
年
四
月
の
外
交
史
料
館
の
設
立
に
よ
り
四
名
が
戦
前
期
の
記
録
類
と
共
に
外

交
史
料
館
に
転
籍
し
た
こ
と
で
、
更
に
人
的
体
制
が
逼
迫
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
文

書
課
記
録
室
（
昭
和
四
六
年
六
月
二
五
日
）「
昭
和
四
七
年
度
記
録
室
予
算
要
求
（
案
）」

外
務
省
記
録
「
本
省
記
録
予
算
関
係
一
件
」
第
三
巻
、N

,.1.3.0.2

、
外
史
。

（
15
）
文
書
課
記
録
室
（
昭
和
五
一
年
七
月
七
日
）「『
外
務
省
記
録
及
び
記
録
文
書
保
管
、

保
存
、
廃
棄
規
程
』
第
一
二
条
の
運
用
に
つ
い
て
」
前
掲
外
務
省
記
録
「
規
程
、
整

理
法
関
係
」
第
二
巻
。

（
16
）
同
右
。

（
17
）
高
裁
案
（
昭
和
四
九
年
二
月
二
七
日
決
裁
）「
機
能
強
化
対
策
チ
ー
ム
の
設
置
に
つ
い

て
」
及
び
機
能
強
化
対
策
チ
ー
ム
（
昭
和
四
九
年
八
月
一
日
）「
機
能
強
化
対
策
チ
ー

ム
報
告
」
外
務
省
記
録
「
外
務
省
行
政
組
織
関
係
雑
件　

特
別
組
織
関
係　

外
務
省

機
能
強
化
対
策
チ
ー
ム
」、M

,.1.3.1.1-10-1

、
外
史
（
以
下
、
外
務
省
記
録
「
外
務

省
機
能
強
化
対
策
チ
ー
ム
」）。

（
18
）
第
二
次
機
構
委
員
会
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
白
鳥
潤
一
郎
「『
戦
後
処
理
』
か
ら
の
脱

却
を
目
指
し
て
―
高
度
経
済
成
長
期
の
外
務
省
機
構
改
革
」（『
北
大
法
学
論
集
』
第

六
五
巻
第
五
号
、
二
〇
一
五
年
一
月
）。

（
19
）
前
掲
「
機
能
強
化
対
策
チ
ー
ム
報
告
」、
一
―
二
頁
。

（
20
）
同
右
、
九
頁
。

（
21
）
調
査
部
（
昭
和
四
九
年
一
一
月
一
八
日
）「
情
報
管
理
の
電
算
機
化
に
つ
い
て
（
試
論
）」

及
び
機
能
強
化
対
策
室
（
昭
和
四
九
年
一
二
月
）「
電
算
機
の
利
用
に
よ
る
情
報
の
効

果
的
処
理
に
つ
い
て
」
前
掲
外
務
省
記
録
「
外
務
省
機
能
強
化
対
策
チ
ー
ム
」。

（
22
）
機
能
強
化
対
策
室
（
昭
和
四
九
年
九
月
五
日
）「
機
能
強
化
対
策
室
の
今
後
の
作
業
の

取
り
進
め
方
に
つ
い
て
」（
機
能
強
化
対
策
室
（
昭
和
四
九
年
一
二
月
）「
外
交
機
能
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強
化
に
関
す
る
資
料
集
」、
八
六
―
八
七
頁
）、
同
右
。

（
23
）
昭
和
五
〇
年
六
月
に
は
電
子
計
算
機
委
員
会
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
よ
る
「
外
務
省
に

お
け
る
情
報
処
理
改
善
の
た
め
の
長
期
構
想
」
及
び
「
外
務
省
に
お
け
る
情
報
処
理

改
善
の
た
め
の
短
期
構
想
」
が
、
昭
和
五
一
年
二
月
に
は
文
書
課
、
電
信
課
、
電
子

計
算
機
室
の
連
名
で
「
外
務
省
に
お
け
る
情
報
処
理
機
構
の
改
革
（
案
）」
が
作
成
さ

れ
た
。
文
書
課
研
究
グ
ル
ー
プ
（
昭
和
五
三
年
三
月
一
五
日
）「
新
情
報
管
理
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
文
書
課
原
案
（
中
間
報
告
）」
前
掲
戦
後
外
交
記
録
「
文
書
事
務
合
理
化

／
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
」。

（
24
）
報
告
書
自
体
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
報
告
の
内
容
が
確
認
可
能
な
も
の
と
し
て

下
記
を
参
照
し
た
。
情
報
処
理
改
善
推
進
委
員
会
（
昭
和
五
一
年
三
月
二
三
日
）「
外

務
省
に
お
け
る
情
報
処
理
―
問
題
の
所
在
と
改
善
策
の
方
向
（
要
旨
）」（
前
掲
戦
後

外
交
記
録
「
文
書
事
務
合
理
化
／
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
」）。

（
25
）
文
書
課
記
録
室
長
「
外
務
省
文
書
分
類
表
の
改
訂
に
つ
い
て
」（
昭
和
五
二
年
一
一
月

九
日
）
戦
後
外
交
記
録
「
文
書
事
務
合
理
化
／
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
（
新
分
類
表

改
訂
Ｂ
案
）」2019-0705

、
外
史
。
前
掲
「
新
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
文
書

課
原
案
（
中
間
報
告
）」。

（
26
）
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
三
月
の
行
政
整
理
に
よ
る
大
臣
官
房
総
務
課
廃
止
後
、

文
書
課
は
省
内
の
総
合
調
整
、
法
令
審
査
等
も
所
掌
事
務
と
さ
れ
て
い
た
が
、
改
正

に
よ
り
所
掌
事
務
か
ら
外
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
改
正
以
前
か
ら
形

式
的
な
も
の
で
、
実
際
に
は
総
務
課
廃
止
後
は
官
房
総
務
参
事
官
が
こ
の
種
の
職
務

を
遂
行
し
て
い
た
。
國
廣
道
彦
『「
経
済
大
国
」
時
代
の
日
本
外
交
』
吉
田
書
店
、

二
〇
一
六
年
、
六
九
―
七
五
頁
。

（
27
）
内
閣
法
制
局
第
三
部
（
外
務
省
担
当
）「
政
令
案
審
議
録
（
外
務
省
組
織
令
の
一
部
改

正　

外
三
件
）　

昭
和
五
二
年　

外
務
省
関
係　

全
」
平19

法
制00130100

、
国
立
公

文
書
館
。『
官
報
』
第
一
五
〇
八
〇
号
（
昭
和
五
一
年
四
月
一
八
日
付
）。

（
28
）
前
掲
「
外
務
省
文
書
分
類
表
の
改
訂
に
つ
い
て
」
及
び
前
掲
「
新
情
報
管
理
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
文
書
課
原
案
（
中
間
報
告
）」。

（
29
）
前
掲
「
外
務
省
文
書
分
類
表
の
改
訂
に
つ
い
て
」
及
び
文
書
課
記
録
室
「
外
務
省
文

書
分
類
表
の
改
訂
に
つ
い
て（
文
書
課
内
ク
リ
ア
ー
用
）」（
昭
和
五
二
年
九
月
三
〇
日
）

戦
後
外
交
記
録
「
文
書
事
務
合
理
化
／
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
（
新
分
類
表
改
訂
Ｂ

案
）」、2019-0704

、
外
史
。
後
者
は
前
者
の
原
案
と
思
わ
れ
る
。

（
30
）
文
書
課
記
録
室
（
昭
和
五
〇
年
一
〇
月
二
七
日
）「
新
分
類
表
（
分
類
項
目
）
作
成
基

準
」
前
掲
戦
後
外
交
記
録
「
文
書
事
務
合
理
化
／
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
（
新
分
類

表
改
訂
Ｂ
案
）」、2019-0704

。
経
済
協
力
局
政
策
課
小
澤
事
務
官
（
昭
和
五
二
年
二

月
二
日
）「
記
録
分
類
体
系
表
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
」
戦
後
外
交
記
録
「
文
書
事
務
合

理
化
／
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
（
新
分
類
表
改
訂
Ａ
案
）」、2019-0702

、
外
史
。

（
31
）
緒
方
良
彦『
情
報
検
索
の
歴
史
―
日
本
語
処
理
を
乗
り
越
え
て
』日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、

二
〇
一
〇
年
、
四
〇
―
四
一
頁
、
同
「
外
務
省
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
情
報
管
理
」

『
新
聞
経
営
』（
一
九
六
六
年
一
月
号
）。

（
32
）
外
務
省
は
一
九
六
〇
年
代
初
頭
に
は
Ｅ
Ｄ
Ｐ
（Electronic D

ata Processing

）
導

入
準
備
室
を
設
置
し
、
昭
和
三
八
年
九
月
よ
り
電
子
計
算
機
を
導
入
し
て
い
た
。
外

務
省
に
お
け
る
初
期
の
電
子
計
算
機
活
用
に
つ
い
て
は
、
緒
方
、
前
掲
、
二
八
―

四
一
頁
、 

小
沢
大
仁
・
緒
方
良
彦
・
住
友
博
・
山
本
芳
隆
「
外
務
省
に
お
け
る
新
し

い
情
報
の
管
理
と
そ
の
技
術
―
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
三
〇
一
〇
導
入
に
あ
た
っ
て
」
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『Com
puter Report

（
日
本
経
営
科
学
研
究
所
）』（
一
九
六
三
年
一
〇
月
号
）。

（
33
）
前
掲
「
情
報
管
理
の
電
算
機
化
に
つ
い
て
（
試
論
）」。

（
34
）
本
論
が
対
象
と
す
る
時
期
か
ら
は
若
干
後
と
な
る
が
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
に
機
能

強
化
対
策
室
長
を
務
め
た
孫
崎
享
は
、
有
益
な
電
信
情
報
の
共
有
を
目
的
と
し
て
、

各
電
信
の
冒
頭
に
四
〇
〇
字
以
内
の
要
旨
を
記
載
さ
せ
、
要
旨
部
分
を
幹
部
及
び
在

外
公
館
長
に
共
有
す
る
「
要
旨
電
報
」
制
度
の
導
入
を
推
進
し
た
。
こ
れ
は
「
上
流
」

工
程
の
改
革
と
言
え
る
措
置
で
あ
っ
た
が
、
省
内
か
ら
大
き
な
抵
抗
に
あ
っ
た
こ
と

を
回
顧
し
て
い
る
。
孫
崎
享
『
日
本
の
「
情
報
と
外
交
」』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
、
二
〇
一
二

年
、
一
七
六
―
一
八
五
頁

（
35
）
文
書
課
記
録
室
「
新
し
い
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
（
案
）
に
つ
い
て
（
素
案
）」（
昭
和

五
二
年
一
一
月
一
八
日
）、
前
掲
戦
後
外
交
記
録
「
文
書
事
務
合
理
化
／
新
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
（
新
分
類
表
改
訂
Ｂ
案
）」、2019-0705
。

（
36
）
同
右
。

（
37
）
前
掲
「
外
務
省
文
書
分
類
表
の
改
訂
に
つ
い
て
」。
な
お
、
予
想
さ
れ
な
い
事
件
、
事

項
に
つ
い
て
新
た
な
フ
ァ
イ
ル
を
作
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
主
管
課
室
長
が
分

類
表
に
応
じ
た
適
切
な
フ
ァ
イ
ル
件
名
を
決
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

（
38
）
同
右
。

（
39
）
前
掲
「
新
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
文
書
課
原
案
（
中
間
報
告
）」。

（
40
）
文
書
課
記
録
室
長
（
昭
和
五
三
年
四
月
五
日
）「
新
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
関
係
官
房
課

長
会
議
の
概
要
（
加
藤
課
長
の
話
、
メ
モ
）」
及
び
文
書
課
長
名
案
内
状
（
昭
和
五
三

年
四
月
一
一
日
）「
情
報
管
理
企
画
委
員
会
設
立
に
関
す
る
打
合
せ
に
つ
い
て
」
前
掲

戦
後
外
交
記
録
「
文
書
事
務
合
理
化
／
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
」。

（
41
）
文
書
課
長
（
昭
和
五
三
年
八
月
七
日
）「
新
・
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
連
絡
・
協
議
作
業

部
会
担
当
官
の
指
名
に
つ
い
て
」
及
び
情
報
事
務
合
理
化
委
員
会
事
務
局
発
情
報
事

務
合
理
化
委
員
会
及
び
新
・
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
連
絡
協
議
作
業
部
会
員
宛
（
昭
和

五
三
年
八
月
二
五
日
）「「『
新
・
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
（
案
）
に
つ
い
て
』
の
送
付
及

び
作
業
部
会
日
程
に
つ
い
て
」
戦
後
外
交
記
録
「
文
書
事
務
合
理
化
／
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
」、2019-0706

、
外
史
。

（
42
）
文
章
課
長
発
文
回
章
三
五
号
（
昭
和
五
四
年
四
月
一
九
日
）「
新
・
文
書
管
理
シ
ス
テ

ム
の
実
施
に
つ
い
て
」
同
右
。

（
43
）「
記
録
室
作
業
予
定
表
（
そ
の
一
）」（
昭
和
五
四
年
二
月
二
七
日
）
同
右
。

（
44
）
前
掲
「
新
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
文
書
課
原
案
（
中
間
報
告
）」。

（
45
）
前
掲
「
新
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
関
係
官
房
課
長
会
議
の
概
要
（
加
藤
課
長
の
話
、
メ

モ
）」。

（
46
）「
外
務
本
省
主
管
文
書
、
記
録
文
書
管
理
規
程
（
抄
）」
前
掲
『
近
代
日
本
公
文
書
管

理
制
度
史
料
集 

中
央
行
政
機
関
編
』、
五
〇
五
―
五
一
〇
頁
。
以
降
の
同
管
理
規
程

に
関
す
る
記
述
は
本
史
料
に
よ
る
。

（
47
）
文
書
課
記
録
室
（
昭
和
五
三
年
三
月
三
〇
日
）「
未
整
理
記
録
文
書
の
解
決
策
に
つ
い

て
」
前
掲
戦
後
外
交
記
録
「
文
書
事
務
合
理
化
／
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
」。

（
48
）
前
掲
「
外
務
省
文
書
分
類
表
の
改
訂
に
つ
い
て
」、
同
別
添
四
「
新
文
書
分
類
表
Ａ
案

及
び
Ｂ
案
長
短
所
対
象
（
マ
マ
）表
（
未
定
稿
）」
前
掲
戦
後
外
交
記
録
「
文
書
事
務
合
理
化
／

新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
（
新
分
類
表
改
訂
Ｂ
案
）」、2019-0705

。

（
49
）
文
書
課
記
録
室
（
昭
和
五
二
年
一
一
月
一
一
日
）「『
フ
ァ
イ
ル
件
名
基
本
表
』
作
成

要
領
」、
同
右
。
前
掲
「
新
・
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
（
案
）
に
つ
い
て
」
の
送
付
及
び
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作
業
部
会
日
程
に
つ
い
て
」
前
掲
戦
後
外
交
記
録
「
文
書
事
務
合
理
化
／
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
」。

（
50
）「
階
層
分
類
表　

新
分
類
記
録
〔
Ｓ
分
類
〕
Ｓ
Ａ
〜
Ｓ
Ｍ
門
」（https://w

w
w
.m
ofa.

go.jp/m
ofaj/fi les/100067472.pdf

） 

令
和
二
年
一
二
月
一
七
日
最
終
ア
ク
セ
ス
。

（
51
）
高
度
情
報
通
信
社
会
推
進
本
部
（
平
成
一
〇
年
一
一
月
九
日
）「
高
度
情
報
通
信
社
会

推
進
に
向
け
た
基
本
方
針
」（https://w

w
w
.kantei.go.jp/jp/it/981110kihon.

htm
l

）
令
和
三
年
二
月
四
日
最
終
ア
ク
セ
ス
。

（
52
）
同
規
程
に
つ
い
て
は
、
服
部
、
前
掲
、
一
〇
一
―
一
〇
四
頁
。

（
53
）
各
省
庁
事
務
連
絡
会
議
申
合
せ
（
平
成
一
二
年
二
月
二
五
日
）「
行
政
文
書
の
管
理
方

策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
」（https://w

w
w
8.cao.go.jp/chosei/

koubun/kako_kaigi/kako_guideline.pdf
）
令
和
二
年
一
二
月
一
七
日
最
終
ア
ク

セ
ス
。

（
54
）
な
お
、
行
政
機
関
情
報
公
開
法
の
施
行
及
び
「
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
」
へ
の

掲
載
作
業
に
伴
い
、
総
務
課
記
録
室
が
管
理
し
て
い
た
「
外
務
省
記
録
」、
及
び
各
課

室
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
た
未
整
理
の
記
録
文
書
に
つ
い
て
も
、
内
容
事
項
に
応
じ

て
主
管
課
室
を
定
め
る
措
置
が
と
ら
れ
た
。
外
務
省
（
平
成
二
二
年
六
月
四
日
）「『
外

交
文
書
の
欠
落
問
題
に
関
す
る
調
査
委
員
会
』
調
査
報
告
書
」、
七
頁
。

（
55
）「
階
層
分
類
表　

新
分
類
記
録
〔
Ｈ
分
類
〕
Ｈ
Ａ
〜
Ｈ
Ａ
門
」（https://w

w
w
.m
ofa.

go.jp/m
ofaj/fi les/100067473.pdf

）
令
和
二
年
一
二
月
一
七
日
最
終
ア
ク
セ
ス
。

（
56
）「
外
務
省
行
政
文
書
管
理
規
則
」（
平
成
二
三
年
外
務
省
訓
令
第
三
号
）
第
二
章
。

https://w
arp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3487104/w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/

public/johokokai/eturan/kitei/index.htm
l

、
行
政
文
書
の
管
理
（
内
閣
府
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）https://w

w
w
8.cao.go.jp/chosei/koubun/about/shikum

i/g_

bun/g_bun.htm
l

。
い
ず
れ
も
令
和
二
年
一
二
月
二
四
日
最
終
ア
ク
セ
ス
。

（
57
）「e-GO

V
 

文
書
管
理
」https://adm

inistrative-doc.e-gov.go.jp/

。
令
和
二
年

一
二
月
二
四
日
最
終
ア
ク
セ
ス
。

（
58
）
外
務
省
（
昭
和
五
七
年
一
〇
月
）「
鈴
木
総
理
大
臣
の
中
国
訪
問
」
戦
後
外
交
記
録
「
日

中
要
人
会
談
」、2014-1694

、
外
史
。
同
フ
ァ
イ
ル
は
Ｓ
Ａ
門
（
政
治
・
外
交
・
国

際
紛
争
）・
１
類
（
政
治
・
外
交
・
国
際
紛
争
）・
２
項
（
本
邦
外
交
）・
２
目
（
本
邦

諸
外
国
間
外
交
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

（
59
）
戦
後
の
中
央
省
庁
に
お
け
る
行
政
文
書
管
理
改
善
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
瀬
畑
源

『
公
文
書
を
つ
か
う
』
青
弓
社
、
二
〇
一
一
年
、
第
一
章
、
坂
口
貴
弘
『
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
と
文
書
管
理
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
、
第
八
章
を
参
照
。

（
60
）
主
管
課
に
お
け
る
文
書
管
理
の
負
担
に
言
及
し
た
証
言
と
し
て
、
服
部
龍
二
編
「
元

広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
所
長
浅
井
基
文
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
土
田
哲
夫
・
子

安
加
余
子
編
『
近
現
代
中
国
と
世
界
』
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
二
〇
年
、
四
三
〇

―
四
三
四
頁
。
た
だ
し
浅
井
は
主
管
文
書
の
管
理
の
他
に
外
交
記
録
公
開
の
審
査
に

関
す
る
事
務
な
ど
も
含
め
、
経
験
し
た
文
書
管
理
全
般
に
つ
い
て
証
言
し
て
お
り
、

証
言
と
し
て
の
利
用
に
は
注
意
も
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
61
）
文
書
課
記
録
室
（
昭
和
五
三
年
一
一
月
二
二
日
）「
記
録
事
務
機
械
化
に
関
す
る
検
討

会
（
第
一
回
）」
戦
後
外
交
記
録
「
文
書
事
務
合
理
化
／
記
録
事
務
機
械
化
に
関
す
る

合
理
化
委
員
会
事
務
局
と
の
検
討
会
」、2019-0701

、
外
史
。


